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「松倉ダム建設計画について」

事)(理彦口禾像宗

計
画
と
そ
の
概
要

松
倉
ダ
ム
建
設
計
画
が
具
体
的
な
も
の

と
し

て
函
館
市
民
の
前
に
姿
を
現
わ
し
た

の
は

、

一
九
九
二
年
十
二
月
末
に
出
さ
れ

た
次
年
度
の
大
蔵
省
原
案
で
北
海
道
開
発

予
算
内
示
に
松
倉
ダ
ム
建
設
事
業
の
計
上

が
示

さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。

同
年
十
二
月
二
十
三
日
の
道
新

に
は

「原
案
内
示

一
夜
明
け
た

二
十

二
日
夜

、
道
開
発

庁

の
政
務
次
官
室

で
、

恒

例

の
鏡

抜
き
が
行
わ

れ
早

く
も
祝
勝

の
宴

…

鏡
抜

き
は

、

目
玉
事
業

が
計

上
さ
れ
た
時

の
恒

例
行

事
…
な
か

で
も
水

政
課

で
は

、
直
轄
事
業

の
サ

ン
ル
ダ
ム

(
上
川

管
内

下
川
町
)
、
道

の
補

助

事

業

の

松

倉

ダ

ム

(函
館
市
)

の
新
規
事
業

が
認

め
ら
れ
た
た
め
、

次
官

室
は
喜
び

に
あ

ふ

れ
か
え

っ
た
。」

と
の
記

事
も
掲
載
さ
れ
た
。

そ

れ
に
と
も
な

っ
て
、

函
館

市
及
び
函
館
土
木

現
業

所

の
示

し
た
松
倉

ダ

ム
の
計
画
概
要

は
次

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

㌔

蜘松倉ダム建設予定地位置図
松倉ダム建設予定地

松倉川水系

一
、
位
置
と
機
能

松
倉
川
の
函
館
市
三
森
町
地
先
に
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
建
設
す
る
。

二
、
目
的

①
洪
水
調
節

松
倉
川
沿
川
地
域

の
水
害
防
除
。

②
流
水
の
正
常
な
機
能

の
維
持

松
倉
川
沿
川
の
既
得
用
水

の
補
給
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嫡
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汐泊川水系

　

旭岡浄水場

を
行
う
な
ど
、
流
水
の
正
常
な
機
能

の
維
持
と
増
進
を
図
る
。

③
水
道
用
水
の
確
保

水
道
用
水
と
し
て
、
新
た
に

一
日

あ
た
り
二
万
㎡
の
取
水
を
可
能
に
す

る
。
(函
館
市

で
は
将
来
に
む
け
た
計
画

給
水
人
口
を
三
十
二
万
人
と
し
て
計

1/

上
)

r
ノ

三
、
概
算
事
業
費

約
三
百
十
億
円

(水
道
事
業
者
負
担
額

は
八
十
二
億
五
千
万
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円
)
四
、
工
事
に
係
わ
る

期
間

実
施
計
画
調
査
予
定

平
成
五
年
度
か
ら
同

七
年
度

工
事
予
定
期
間

平
成
八
年
度
か
ら
同

十
六
年
度

期
間
は
そ
の
後

に
調

査
が
八
年
度
ま

で
、

着

工
が
九
年
度
か
ら
と

の

変
更
が
伝
え
ら
れ

て
い

る

(函
館
市
か
ら

の
情

報
)。

松
倉
川
と
河
川
環
境

函
館
市
の
主
な
る
河
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川
系
は
亀
田
川
、
松
倉
川
、
汐
止
川
の
三

つ
で
、
い
ず
れ
も
渡
島
山
脈
の
支
脈
で
あ

る
亀
田
山
脈
部
に
端
を
発
し
て
南
下
し
、

津
軽
海
峡
に
面
す
る
海
岸
に
河
[
を
ひ
ら

い
て
い
て
、
河
川
長
も
三
十
㎞
を
越
え
る

も

の
は
な
く
短
い
。

亀
田
川
は
函
館
市
の
水
道
用
水
供
給
河

川
と
し
て
の
歴
史
が
長
く
、
上
流
部
に
二

つ
の
ダ
ム
を
も
ち
、
下
流
は
市
街
地
を
通

る
こ
と
か
ら
人
工
が
全
河
川
域
に
及
び
、

ま
た
汐
止
川
も
十
数
年
前
に
取
水
調
整

の

目
的
で
上
流
部
に
ダ
ム
が
つ
く
ら
れ
、
と

も
に
人
為
度
の
高

い
河
川
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
松
倉
川
は
そ
の
水
源
か
ら
二
十

五
㎞
以
上
と
三
河
川
の
な
か
で

一
番
長

い

流
路
を
も
ち
な
が
ら
唯

一
ダ
ム
の
な
い
河

川
で
あ
り
、
河
口
か
ら
七
㎞
程
上
ま
で
の

流
域
は
住
居
地
や
畑
地
で
あ
る
た
め
人
工

河
岸
が
随
所
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
上
流

は
平
野
部
河
川
域
の
自
然
植
生
姿
と
し
て

の
ヨ
シ
原
や
ヤ
ナ
ギ
疎
林
が
河
畔
に
み
ら

れ
、
更
に
遡
り
河
口
か
ら
十
㎞
程
の
地
か

ら
は
上
は
両
岸
が
急
傾
斜
で
迫
る
狭

い
渓

谷
流
と
な

っ
て
い
て
、
こ
こ
で
は
足
を

い

れ
る
と
川
底
の
小
石
の
か
げ
か
ら
カ
ジ
カ

類
の
小
魚
が
飛
び
出
し
、
流
れ
の
澱
み
に

は
イ
ワ
ナ
の
姿
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
十
数
年
前
に
試
験
的
に
放
流
し
た

オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
が
世
代
を
か
さ
ね
て
い
る

の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
等
、
汚
れ
の
少
な

い

「
生
き
て
い
る
川
」

の
姿
を
と
ど
め
て

い
る
河
川
域
と
な

っ
て

い
る
。
こ
の
渓
谷

周
辺

の
植

生

は
両
岸
と
も
急

傾
斜

地

に
発
達
し
た
林
地
で
、

川

沿

い
に
走

る
林
道

に

沿

っ
た
平
坦
地
を
選

び

針
葉
樹

(主

に
ト
ド

マ

ツ
)

の
植
林

施
業
が
さ

れ

て
い
る
が
そ

の
面
積

は
狭
く
、

ブ
ナ
、

ミ
ズ

ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
、
シ
ナ
等
か
ら
な
る
広
葉

樹
林
が
主
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
地
の
広
葉
樹
林
は
、
過
去
に
伐
採

と

そ
の
後

の
放
置
等

の
人
為
干
渉
を
受
け

た
と
推
測
で
き
る
シ
ラ
カ
バ
、
ウ
ダ
イ
カ

ン
バ
の
優
占
す
る
林
相
部
も
あ
る
が
、
伐

採
を
経
な

い
地
で
は
林
冠
を
ブ
ナ
と
ミ
ズ

ナ

ラ
の
大
木
が
優
占
し
林
床
は
サ
サ
が
優

占
し
て
い
て
道
南
の
ブ
ナ
林
植
生
を
示
す

林
地
と
な

っ
て
い
る
。

河
岸
に
は
渓
谷
地
形
の
た
め
平
坦
地
が

少

な
い
が
、
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
と
ケ
ヤ

マ
ハ

ン
ノ
キ
の
優
占
す
る
河
畔
林
要
素
を
も

つ

林
地
が
小
面
積
に
存
在
し
、
ま
た
河
畔
近

く

の
斜
面
に
カ
ツ
ラ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
な
ど

の
大
木
の
散
生
も
み
ら
れ
、
規
模
は
小
さ

い
が
道
南
の
渓
谷
河
川
流
域
植
生

の
様
相

を

み
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
質
の
高

い
自
然
を
も

つ
地

域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
季
節
ご
と
の
散
策

築堤地 よ り湛水部の上流部分
上流に2km

や

ハ
イ
キ
ン
グ
、
川
釣
り
ゃ
沢
歩
き
等
と

自
然
と
の
触
れ
合
い
を
求
め
て
訪
れ
る
人
々

の
数
も
多

い
地
と
な

っ
て
い
る
。

松
倉
ダ
ム
計
画
へ
の
対
応

ダ
ム
予
定
地
は
河
口
か
ら
十
五
㎞
程
上

流
、
標
高
約
三
百

m
の
渓
谷
地
で
、
ダ
ム

規
模
は
堤
高
八
十

m
、
堤
頂
長
三
百
三
十

m
、
湛
水
面
○

・
四
四
㎞
、
集
水
面
二
十

二
㎞
、
総
貯
水
量

一
二
.二
〇
万
3m
、
で
あ

り
、
堤
頂
高
と
標
高
か
ら
湛
水
域
と
な
る

河
川
長
は
約
二
㎞
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
松
倉
渓
谷
の
ど
真
ん
中
に
人
造

湖
を
つ
く
り
、
河
川
下
流
部
を
人
為
管
理

す
る
計
画
で
あ
り
、
実
施
さ
れ
た
場
合
に

は
当
然
な
が
ら
松
倉
河
川
が
保

っ
て
き
た

良
質
の
自
然
度
は
極
度
に
低
下
し
、
松
倉

河
川
を
舞
台
に
し
て
、
そ
こ
に
生
息
す
る

生
物
た
ち
が
永
い
年
月
を
経
て
築
き
あ
げ

て
き
た
生
物
生
態
系

の
平
衡
が

.
挙
に
破

壊
さ
れ
る
こ
と
は
自
明

の
理
で
あ
る
。

ダ
ム
計
画
が
公
に
な
る
と
と
も
に
、
函

館
の
自
然
保
護
団
体
で
あ
る

「南
北
海
道

自
然
保
護
協
会
」
(会
長
中
尾
繁
)
と
函

館
の
街
の
あ
り
方
な
ど

へ
の
提
言
団
体
で

あ
る

「街
づ
く
り
函
館
市
民
会
議
」

(代

表
清
水
敏
行
)
で
は
こ
の
計
画
を
問
題
視

し
て
計
画
内
容

の
検
討
や
今
後

の
と
る
べ

き
姿
勢
を
各
団
体
内

で
の
審
議

の
結
果
、

「松
倉
川
の
も
つ
今

の
自
然
は
私
た
ち
函

館
市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
」
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
ダ
ム
が
真
に
必
要
な
も
の

で
あ
れ
ば
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
、

し
か
し
そ
の
必
要
性
に
納
得
の
い
く
説
明

を
要
求
す
る
こ
と
で

一
致
し
、
両
団
体

の

代
表
の
連
盟
で
下
記
内
容
の
第

一
回
要
望

書

(質
問
書
)
を

一
九
九
四
年
四
月
に
函

館
市
に
提
出
し
た
。

①

治
水
目
的
に
つ
い
て
…
松
倉
川
水
系

で
の
洪
水
被
害
の
実
情
は
ど
う
か
。

②

利
水
目
的
に
つ
い
て
…
市
の
人
[
動

態
と
給
水
量
の
お
さ
え
は
ど
う
か
。

③

調
査
や
着
工
の
手
順
…
調
査
と
着
工

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

④

説
明
会
に
つ
い
て
…
資
料
を
示
し
て

質
疑
の
場
を
持

っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
以
後
、

一
九
九
五
年
の
二
月
ま
で

市
と
の
折
衝
が
幾
度
か
持
た
れ
た
が
、

・

松
倉
水
系
の
治
水
対
策
と
し
て
ダ
ム

の
必
要
性
の
根
拠
。

(松
倉
水
系

で
の

過
去
の
水
害
記
録
は
い
ず
れ
も
本
流
に

3



主
因
す
る
も

の
で
は
な
く
下
流
で
合
流

す
る
小
河
川
に
因
が
あ
る
と
み
ら
れ
な

い
か
等
)

・

人
口
動
態
の
読
み
と
必
要
給
水
量
の

数
的
あ

つ
か

い
。

・

ダ
ム
に
頼
ら
な

い
治
水
と
利
水

の
別

個

の
解
決
方
策
は
な

い
か
。

等
の
内
容
に
関
す
る
函
館
市
の
文
書
解
答

に
は
理
解

の
い
か
な
い
面
も
多
々
あ
り
、

当
初
か
ら
要
求
し
て
い
た
函
館
市
の
説
明

会
を
今
年
八
月
以
降
に
行
う
こ
と
を
約
し

て
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
ダ
ム
問
題
の
出
現
に
よ
つ

て
、
こ
れ
を
契
機
に
身
近
に
あ
る
河
川
を

自
分
達
の
財
産
と
し
て
考
え
、
望
ま
し

い

河
川
環
境
は
ど
う
有
る
べ
き
か
を
皆
で
考

え
合
お
う
、
と
い
う

一
般
市
民
の
機
運
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
両
団
体
が

一
般
市
民
や

関
係
市
民
団
体
に
広
く
呼
び
か
け
を
行

っ

た
結
果
、
各
層
か
ら
の
多
く
の
市
民

の
賛

同
を
得
て
今
年
二
月
二
十
五
日
に

「松
倉

川
を
考
え
る
会
」
の
発
足
を
み
、
現
在
当

面
す
る
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と

の
折
衝
、
現
地
観
察
や
調
査
、
河
川
環

境
研
究
者
を
招
い
て
の
講
演
学
習
会
、
等

へ
の
取
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
て

一
九
九
二
年
十
二
月
の
道
新
記
事

に
も
ど
る
が
、
そ
の
中
に
あ
る
函
館
市
議

の
言
と
し
て

「
松
倉
川
が
洪
水
常
襲
地
帯

と
い
う
話
は
聞

い
た
こ
と
が
な

い
」

「
ダ

ム
の
話
は
今
年
に
な
っ
て
出
て
き
た
の
に
、

予
算
が
つ
い
た
と
聞
い
て
驚

い
た
」
、
ま

た
あ
る
函
館
市
水
道
局
幹
部
の
言
と
し
て

「多

目
的
ダ
ム
を

つ
く
る
の
で
水
道
用
で

使
わ
な
い
か
、
と
誘
わ
れ
た
」
と
も
あ
る
。

取
材
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
明
確
に
つ
か

み
得
な
い
が
火
の
無
い
所
に
煙
は
た
た
ず

で
、
ダ
ム
建
設

へ
の
動
機
に
つ
い
て
も
公

機
関

へ
の
不
信
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。こ
の
不
信
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
関
係

公
機
関
は
こ
の
ダ
ム
建
設
の
賛
否
か
ら
市

民
と
論
じ
合
う

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
過
去
に

(現
在
も
?
)
治

水
と
銘
打

っ
た
安
易
な
河
川
改
修
や
ダ
ム

工
事
が
河
川
周
辺
の
自
然
環
境
を
破
壊
し
、

生
物
生
態
系
を
混
乱
さ
せ
、
さ
ら
に
は
国

土
災
害
を
も
誘
引

(下
流
域
で
の
洪
水
、

河

口
部
の
堆
積
浸
食
に
よ
る
地
形
変
化
等
)

し

て
い
る
現
実
を
こ
の
松
倉
河
川
に
起
こ

さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

一
度
破
壊
し
た
自
然
の
仕
組
み
は
人
間

の
い
か
な
る
技
術
を
持

っ
て
し
て
も
完
全

再
現
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

ま

た
質

の
よ
い
自
然
を
残
そ
う
と
努
め

る
こ
と
は
、
今
生
き
る
私
た
ち
人
間
の
義

務

で
あ
る
と
考
え
た
い
。
(函
館
市
在
住
)

然自
典事

　
o凸

⑫

地

名

札
幌
市
電
の
料
金
が
、
片
道
六
銭
の

頃
の
話
。
目
的
地
ま
で
電
車
に
乗
ら
ず

歩

い
て
往
復
す
る
と
、
十
二
銭
。
こ
れ

に

一
銭
足
し
た
十
三
銭
で
、
五
万
分
の

一
地
形
図
が

一
枚
買
え
た
。
昭
和
十
五
、

六
年
の
頃
の
こ
と
だ
。
学
校
の
図
書
館

で
、
地
図
を
作
る
話
と
か
、
山
の
案
内

書
に
接
す
る
う
ち
に
、
北
海
道
の
五
万

分
の

一
地
形
図
を
全
部
手
に
入
れ
て
や

ろ
う
な
ん
て
気
分
に
な

っ
た
。

一
枚
手
に
入
れ
る
と
、
学
業
そ

っ
ち

の
け
で
貧
り
読
ん
だ
。
た
か
が
黒

一
色

の
線
や
点
の
集
合
で
表
わ
さ
れ
て
い
る

地
図
に
過
ぎ
な
い
が
、
小
道
を
た
ど
り

沢
を
つ
め
、
湿
原
を
横
切
り
原
生
林
を

さ
ま
よ
い
、
い
つ
か
高
山
の
お
花
畠
。

そ
し
て
感
激
の
頂

!

地
図
は
見
る
も

の
で
は
な
い
、
読
む

の
だ
と
教
え
ら
れ
、

一
枚

の
地
図
を
、

隅
か
ら
隅
ま
で
丹
念
に
読
ん
だ
。
あ
ら

か
た
の
地
勢
、
地
形
、
地
名
を
随
分
覚

え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

太
平
洋
戦
が
逼
進
し
て
く
る
と
軍
事

秘
密
と
か
で
地
図
は
買
え
な
く
な
る
が
、

や
が
て
敗
戦
。

鮫

島

惇

一
郎

(自
然
環
境
研
究
室
主
宰
)

地
形
図
の
販
売
購
入
も
自
由
に
な
る

が
、
図
幅
名
が
次
々
と
変
え
ら
れ
て
い
っ

た
。
以
前

「
千
呂
露
」
と
あ

っ
た
も
の

が

「千
栄
」
、
「
壮
渓
珠
」
が

「双
葉
」

と

い
う
具
合
だ
。
ど
こ
の
誰
が
い
い
名

を
捨
て
た
の
か
惜
し
い
。

あ
る
時
、
地
名
辞
典
を
開
い
て
み
た

ら
、
豊
と
か
栄
、
富
、
福
、
美
、
緑
、

清
な
ど
と

い
う
文
字
を
使

っ
た
地
名
が

や
た
ら
と
多

い
の
が
目
に
つ
い
た
。
緑

が
な
い
か
ら
緑
、
川
が
濁

っ
た
か
ら
清

と
か
澄
、
さ
び
れ
た
か
ら
栄
と
か
豊
か

と
、
な
に
か
情
な

い
気
分
に
な

っ
て
し

ま
う
。
ア
イ
ヌ
の
ひ
と
た
ち
が
自
然
の

特
徴
を
も
と
に
名
付
け
た
地
名
に
、
あ

こ
が
れ
さ
え
も

っ
て
し
ま
う
。

地
形
図
を
見
て
い
て
近
頃
気
に
な

っ

て
い
る
の
が
、
沢
の
下
に
川
を
つ
け
る

や
り
方
だ
。
「○
沢
川
」

っ
て
い
う

や

つ
だ
。
役
人
ら
し
い
発
想
だ
と
勘
繰

っ

て
い
る
。
ど
う
し
て

「○
○
沢
」

で
い

け
な

い
の
か
!

勝
手
に
地
名
を
変
え
る
こ
と
は
、
愚

の
骨
頂
の
な
に
も

の
で
も
な

い
。
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も し 、 あ なたが、排気 ガスを ま き散 らしなヵミら、

ガ ラス越 しに景色 を楽 しむだ けの ドライ ブに満足す る入 な ら、

入 会 はす すめ ませ ん。

も し 、あ なたが、 自然 の中を 自分 の足で歩 くことが好 きで、

人間の勝 手で、人 間以外 の生 き物 が犠 牲 にな ることを強 く憂え る人 な らば、

ぜ ひ入会 して、 ナキ ウサギた ちの メ ッセ ンジャー にな りません か。

塞 鐘
　　　　
　…　…　　

蝋難 駿機
ナキ ウサギ はネズ ミによ く似 てい るけれ ど、 れ っきと した ウサ ギです。今 か ら

3.5～4万 年前 の氷河期 に大 陸か ら渡 って きて、大雪山 や 日高の 山岳 地帯 に生 き残 って きた

のです。 日本 では北海道 にだ けに生 息 して お り 『エ ゾナキ ウサ ギ』 といいます。排気 ガス

を吸 うと肺 にカ ビが はえ 、生 きてはい けない し、12℃ 前 後の低温 が好適 で、低標高 地 に

お いて太 陽 に さらされ たま まだ と6時 間後 には死亡 して しま うのです。

今危機 にあ るの は、然別 湖周辺 に住ん で い るエ ゾナ キウサギ です。 ここは標高 は低 いの

ですが、 ガ レ場 で、地下 か ら冷気が 吹 き出て くる 『風穴』 地帯 とな って います。 もし、 こ

こに道路 を通す と、た とえ環境 に優 しい?!『 トンネル』 として も、地 中の凍土 が溶 け出 し

てナ キウサギ は生 きて いけな くな ります。

ナキウサギふあんくらぶ の ご案内

全国 の女性125人 が 呼びか け人 とな って、今年7月31日 に結 成 しま した。

一ナキ ウサギの メ ッセ ン ジャー募集 一

ナキ ウサギを絶 滅の危機 か ら守 ろ う

天 然記念物 に指定 しよ う

*バ スツ ァー…10月14日15日

然別湖周辺 のナ キ ウサギ の生 息環境 を

訪ね る旅(費 用23,000円)

*絵 ハ ガ キ…1セ ッ ト400円(3種 類)

入 会 金(会費なし)<一 般 会 員>2000円

く高校 生会員>1000円

く子 供 会 員>500円

申込 ・問合せTELO11-251-5465

(社)北 海道 自然保護協 会内
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妖
'鱒 し、
自の見北

彦晃羽根石

私
の
住
ん
で
い
る
北
見
市
に
は
、
残
念

な
が
ら
、
特
徴
あ
る
自
然
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今

の
北
見
は
、
道
内
で
昔
林
業
が
盛
ん
だ
っ

た
市
町
村
と
同
様
に
、
周
り
を
カ
ラ
マ
ツ

林

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
前
は
、

市
内
を
流
れ
る
常
呂
川
沿

い
に
は
、
ド
ロ

ノ
キ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
ナ
ギ
の
仲
間
、
ニ

レ
、
そ
し
て
高
台
に
は
カ
シ
ワ
林
が
広
が
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
明
治
中
頃
に
は
、
ヤ

マ
ナ
ラ
シ
、
ド
ロ
ノ
キ
を
伐
採
し
て
、
マ
ッ

チ

の
軸
を
作

っ
て
い
た
時
期
が
あ

っ
た
よ

う

で
、
常
呂
川
流
域
は
か
な
り
切
ら
れ
、

今

で
は
、
市
内
で
は
常
呂
川
と
無
加
川
の

合

流
地
点
に
あ
る
中
ノ
島
公
園
に
、
昔
の

面
影
を
見
る
事
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

十

m
を
超
え
る
ド
ロ
ノ
キ
や
ニ
レ
の
木
々

が
、
数
十
本
か
ろ
う
じ
て
残

っ
て
お
り
ま

す

。
私
は
そ
こ
の
、
あ
る

一
本
の
大
き
な

木

の
枝
ド
で
仲
間
た
ち
と
野
宿
を
し
ま
す
。

大
人
三
人
が
手
を
伸
ば
し
て
、
か
ろ
う
じ

て

一
周
で
き
る
大
き
さ
で
、
北
見
周
辺
で

は
、
住
宅
地
の
そ
ば
に
こ
の
よ
う
な
大
き

な
木
が
あ
る
公
園
は
、
残

っ
て
い
な
い
の

が
現
実
で
す
。
大
き
く
広
く
伸
し
た
枝
は
、

夏

に
は
木
陰
を
作
り
、
昼
寝
に
は
最
高
の

場
所
で
あ
り
ま
す
。
時
に
は
昼
寝
を
し
て

い
る
あ

い
ま
に
、
小
鳥
た
ち
が
姿
を
見
せ

て
遊
び
ま
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
き
が
か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ

の
公
園
を
か
す
め
る
よ
う
に
、
幅
卜
八

m
の
大
き
な
橋
を
作
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ト
年
以
上
も
前
か
ら
計
画
さ
れ
た

橋
で
、
巨
額
な
費
用
が
か
か
る
た
め
見
合

わ
せ
て
い
た
の
が
、
景
気
対
策
と
し
て
浮

上
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
公
園
は
、
川
辺

に
は
水
鳥
た
ち
が
、
木
々
に
は
小
鳥
た
ち

が
、
そ
し
て
冬
に
は
オ
ジ
ロ
ワ
シ
が
来
る

場
所
で
、
日
41
で
も
静
け
さ
が
あ
り
、
市

民
が
散
歩
気
分
で
生
き
物
た
ち
を
見
ら
れ

る
所
で
す
。
北
見

の
駅
か
ら
徒
歩
で
二
十

分
足
ら
ず
で
こ
ら
れ
る
所
に
位
置
し
て
お

り
、
北
見
市
民
に
と

っ
て
は
、
貴
重
な
財

産
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
都
市
の
公
園

と
い
う
と
、
大
抵
の
場
合
、

.
度
更
地
に

し
て
、
既
存
の
木
を
切
り
、
園
芸
種
や
外

来
種
の
樹
を
植
え
て
し
ま

い
、
本
来
こ
の

L
地
に
な
い
景
観
を
作

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
橋
の
計
画
に
付
随
し
て
、
公
園

の
整
備
を
と
の
意
見
で
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園

や
開
拓
記
念
公
園
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
郷
土
の
自
然
を
誇
り
と
し
て
、

大
切
に
で
き
な

い
の
か
。
北
見
よ
り
東

に

と
こ

ろ

常
51口
川
を
五
十
㎞
ほ
ど
下

っ
た
常
呂
町
で

は
、
四
～
五
年
前
よ
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

に
面
し
た
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
で
の
車
の
通

行
を
禁
止
し
て
、
自
転
車
や
歩
足
、
巡
回

バ
ス
に
制
限
し
て
、
原
生
花
園
を
守
ろ
う

と

い
う
こ
こ
ろ
み
を
し
て
お
り
ま
す
。
車

の
通
行
を
禁
止
し
た
リ
ス
ク
と
し
て
、
町

道
が
廃
止
の
形
に
な
る
た
め
、
道
路
に
関

す
る
道
や
国
か
ら
の
補
助
金
が
少
し
減

っ

た
そ
う
で
す
が
、
観
光
資
源
で
も
あ
る
原

生
花
園
の
保
護
を
長
い
視
野
で
見

て
の
決

断
で
は
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
知
床
半
島

の
西
側
の
斜
里
町
で

は
、
知
床
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、
生
き

物
た
ち
の
生
態
を
知
る
た
め
の
調
査
研
究

を
行

っ
た
り
、
観
光
客

の
方
々
に
、
自
然

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
自
然
観
察
会

等
の
企
画
も
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

材
を
育
て
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ

ン
ジ
ャ
ー

(自
然
観
察
会
や
調
査
研
究
の

お
手
伝

い
)
の
育
成
も
町

の
単
独
事
業
に

よ
り
行

っ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
の
中
の

一

人
で
あ
り
、
知
床
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々

と
出
会

い
、
学
ん
で
来
ま
し
た
。
今

の
白

も
と

然
感
は
、
知
床
で
学
ん
だ
事
が
基

の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間

北見市無加川風暑
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の
中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー

を
き

っ
か
け
に
生
物
の
研
究
に
興
味
を
も

ち
、
生
物
研
究
の
分
野
に
進
学
し
た
人
も

お
り
ま
す
。

私
は
、
会
社
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
北
見

市
内
の
生
き
物
を
二
種
類
ほ
ど
調
べ
て
い

ま
す
。
そ
の

一
つ
が
シ
ロ
ザ
ケ
で
、
市
内

の
常
呂
川
水
系

の
産
卵
床
を
七
～
八
キ
ロ

の
区
域
を
決
め
て
、

一
人
で
歩

い
て
お
り

ま
す
。

一
～
二
年
は
、
な
か
な
か
見

つ
け

ら
れ
ず
、
時
折
、
ホ
ッ
チ
ャ
レ
や
密
漁
さ

れ
た
サ
ケ
を
見
る
だ
け
で
し
た
が
、
ホ
ッ

チ
ャ
レ
の
お
な
か
を
見
る
と
卵
を
産
ん
だ

形
跡
が
あ
り
、
産
卵
床
は
近
く
に
必
ず
あ

る
と
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
調
べ
て
い
ま
し

て
、
三
年
目
に
は
見

つ
け
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
昨
年
は
、
か
な
り
の
シ
ロ
ザ
ケ
と

カ
ラ
フ
ト
マ
ス
が
市
内
の
常
呂
川
水
系
に

見
ら
れ
、
密
漁
さ
れ
て
、
卵
だ
け
取
ら
れ

て
川
辺
に
捨

て
ら
れ
た
魚
た
ち
を
見
か
け

ま
し
た
。
残
念
な
反
面
、
サ
ケ

・
マ
ス
の

規
制
を
見
な
お
す
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
年
に
な

っ
て
か
ら
は
、
標
津
町

の
忠
類
川
に
て
、
利
用
調
査
と
し
て
サ
ケ

・

マ
ス
を
釣
る
試
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
適
正
な
ル
ー
ル
の
な
か
で
釣
り
が

で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
昔
、
密
漁
が
き

び
し
く
な
か

っ
た
時
代
に
は
、
秋
に
な
る

と
農
家

の
方

々
は
近
く
の
川
で
、
サ
ケ
や

マ
ス
を
自
分
た
ち
が
食
べ
る
分
だ
け
取

っ

て
お

っ
た
よ
う
で
、
秋
に
な
る
と
農
家
の

方

々
は

「も
う
そ
ろ
そ
ろ
川
の
シ
ロ
ダ
イ

コ
ン
が
上

っ
て
来
る
な
ー
」
と
言

っ
た
そ

う

で
す
。
そ
の
頃
は
農
家
も
川
と
の
関
わ

り
が
あ
り
、
川
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
残
念
な
が
ら
、
川
沿
い
に
、
肥

料
袋

や
農
薬
の
ビ
ン
を
捨
て
て
い
る
所
を

見
か
け
ま
す
。

話
は
少
し
戻
り
ま
す
が
、
昨
年
、
私
が

産
卵
床
を
調
べ
て
い
る
区
域
の
中
で
、
増

水

の
た
め
に
産
卵
床
の
所
を
護
岸
工
事
す

る
話

が
あ
り
、
河
川
管
理
者
に
相
談
し
ま

し
た
が
、
住
宅
が
堤
防
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で

あ
り

、
残
念
な
が
ら
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
シ
ロ
ザ
ケ
の
産
卵
に
配
慮
し

き
ょ
く
り
ょ
く

た
形

で
、
極
力
川
底
か
ら
わ
い
て
い
る
湧

水
を
切
ら
な
い
よ
う
、
現
状
に
近
い
状
態

に
し
た
工
法
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
少

の
不
満
が
あ
り
ま
す
が
、
人
間
生
活

と
の
共
存
の

一
歩
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。こ
の
種
の
工
事
は
、
と
か
く
サ
ケ
だ
け

に
片
寄

っ
た
物
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
今

回
は

、
柳
護
岸
を
設
置
し
河
床
に
は
蛇
篭

な
ど
も
入
れ
て
お
り
、
今
年
は
蛇
篭
の
す

き
間

や
回
り
に
小
魚
た
ち
を
見
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
挿
し
木
の
柳
も
芽
ぶ
い
て
お

り
、

二
⊥

二
年
後
に
は
川
岸
を
覆

い
、
多

少
な
り
と
も
、
落
ち
葉
が
水
生
昆
虫
の
エ

サ
と
な
り
、
水
生
昆
虫
が
魚
た
ち
の
エ
サ

と
な
る
と
思
い
ま
す
。
河
川
管
理
者
の
方
々

も
、
特
に
若
手
の
方
々
は
、
生
き
物
た
ち

と
の
共
存
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
方
も

い

ま
す
。
ま
た
、
も
う

一
つ
私
が
調
べ
て
い
る
イ

ワ
ツ
バ
メ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
昭

和
四
十
年
代
、
私
が
小
学
生
の
頃
に
北
見

駅
構
内
に
も
イ
ワ
ツ
バ
メ
が
営
巣
し
て
い

て
、
他
に
も
ず
い
ぶ
ん
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
で
は
市
内
に
あ

る
大
き
な
コ
ロ
ニ
ー
は
、
常
呂
川
に
架
る

若
松
大
橋
の
み
で
、
彼
ら
た
ち
を
こ
れ
以

上
追
い
遣
ら
な
い
た
め
に
、
彼
ら
の
住
め

る
環
境
条
件
を
調
べ
て
お
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
昨
秋
、
開
発
局
が
、
こ
の
橋
の
少

し
上
流
で
進
め
て
い
る
頭
首
工
の
P
R
の

た
め
、
橋
の
そ
ば
に
縦
八

m
横
十
六

m
の

大
き
な
看
板
を
立
て
て
し
ま

い
、
イ
ワ
ツ

バ
メ
に
と

っ
て
は
、
迷
惑
な
物
で
し
た
。

開
発
局
と
の
話
し
合
い
で
、
か
ろ
う
じ
て
、

営
巣
期
間
中
は
、
看
板
を
下
ろ
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
護

岸
工
事
や
看
板

の
件
は
、
私
が
、
関
心
を

も

っ
て
い
た
事
で
も
あ
り
、
上
記
の
事
が

実
施
で
き
ま
し
た
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
問

に
、
今
ま
で
、
生
き
物
た
ち
を
追

い
遣

っ

て
い
ま
し
た
が
、
関
心
を
持

つ
こ
と
で
、

生
き
物
た
ち
を
守
る
き

っ
か
け
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

つ
い
先
日
、
私
の
友
人
が
、
新
聞
に
中

ノ
島
公
園
の
橋

の
計
画
に
つ
い
て
書

い
て

お
り
、
経
済
効
果
優
先
の
拝
金
主
義
的
錬

金
術
で
よ
い
の
か
、
昔
は
、
生
活
圏
内
に

森
や
泉
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り
、
い
わ

ば
天
然
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
廃
絞
と
な
っ
て
し
ま
い
、

果
た
し
て
こ
れ
で
良

い
の
か
と
述

べ
て
い

ま
す
。
私
も
、
そ
の
天
然
学
校
で
学
び
ま
し
た
。

生
き
物
た
ち
が
先
生
で
し
た
。
今
、
日
本

自
体
、
い
ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
が
あ
り
、

今

一
度
、
謙
虚
に
生
き
物
た
ち
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

今
、
ま
さ
に
大
量
消
費
に
よ
る
経
済

の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
、
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
京
都
の
人
が
昔

の
神
社

仏
閣
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
、
北
海
道
は
、

残
さ
れ
た
自
然
を
大
切
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
は
北
海
道
の
財

産
で
あ
り
、
次
の
世
代

へ
の
あ
ず
か
り
も

の
で
す
。

(会
員

・
北
見
市
在
住
)
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自然観察指導員講習会(常呂町)

参加者だより

さ
る
八
月
四
日
よ
り
二
泊
三
日
で
自
然

観
察
指
導
員
の
講
習
会
が
常
呂
町
で
行
わ

れ
ま

し
た
。
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

一
三
四
名
も
の
受
講
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

定
員
を
増
や
し
、
厳
選
な
抽
選
に
よ
り
七

十
八
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
新
し
い
指
導

員
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
で
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ

な
し
た
皆
様
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。ゴ

ム
長
め
糖

神
で

古
俣

芳
衛

(大
野
町
)

◎

遠
足
ま
え
の
小
学
生
み
た
い
で
し
た

講
習
会
に
い
く
と
な

っ
て
、
息
子
に
つ

れ
ら
れ
て
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
店
を

い
く

つ
か
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
際
と
思

っ
て

登
山
靴
を
買

っ
た
の
で
す
。

と

こ
ろ
が
、
会
場
に
い
っ
て
み
る
と
、

講
師

の
先
生
方
は
、
み
ん
な
ゴ
ム
長
を
は

い
て
お
ら
れ
る
。
八
木
先
生
を
は
じ
め
、

そ
ろ

い
も
そ
ろ
っ
て
長
靴
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

私

は
こ
こ
で

「精
神
の
問
題
だ
な
」
と

反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ち
か
ご
ろ
は
、
作
業
に
も
ゴ
ム
長
が
少

な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
長
年

へ
き
地

を
ま
わ

っ
て
い
て
、
私
も
ゴ
ム
長
は
得
意

の
方

で
、
ど
こ
へ
で
も
ド
タ
ド
タ
と
ゴ
ム

長
を
は

い
て
い
き
ま
す
。

地
下
鉄

の
席

に
か
け
て
ほ
っ
と
す
る
。
そ
し
て
ま
わ
り

を
見

わ

た

し

て

、

「
あ

れ

!

お

れ

だ

け

」

な

ん

て

こ

と

が

よ

く

あ

り

ま

し

た

。

森

の
中

で

「
足

も

と

を

気

に
し

な

い
で

す

む
」

と

い
う

こ

と

は

、

数

倍

大

胆

に
な

れ
ま

す

。
落

葉

も

あ

つ

い
し

、

沢

も

平

気

で

く

だ

れ
ま

す

。

長

靴

に

は

か

な

い
ま

せ

ん

。

◎

俵

先

生

の
グ

ル

ー

プ

で
し

た

森

の
中

で
先

生

は

重

い

の

に
大

き

な

手

さ
げ

袋

を

さ
げ

て

お

ら

れ

ま

し

た

。

と

こ

ろ
ど

こ

ろ

で

、
何

枚

か

の
パ

ネ

ル
を

高

く

か

か
げ

て
説

明

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の
絵

や

写
真

が

と

て
も

よ

く

で
き

て

お
り

ま

し

た

。

私

も

ま

ね

し

て

、

ベ

ニ

ア
板

に

白

い
画

用

紙

を

と

め

て

い

っ
て

、

マ
ジ

ッ
ク

で

何

や

ら
書

い
て

み
ま

し

た

。
大

へ
ん

集

中

が

よ

ろ

し

い
。

最

近

、

お
母

さ

ん

た

ち

の
間

で

、

パ

ネ

ル

シ

ア

タ

ー

や

エ
プ

ロ

ン
シ

ア

タ

ー

が

は

や

っ
て

い

る
と

き

き

ま

す

。

自

然

観

察

の
現

場

で

、

パ
ネ

ル

や

紙

芝

居

を

つ
か

う

の
は

、
手

間

は

か

か

る

け

れ

ど

、

大

切

だ

と

思

い
ま

し
た

。

◎

鳥

は

そ

う

姿

を

見

せ
ま

せ

ん

が

、
草

木

の
名
前

に
は

弱

り

ま

す

退

職

し

て
、

ひ

ょ

っ
こ
り

、

こ

の

町

の

森

林

公

園

の
番

人

に

雇

わ

れ

た

の

で
す

。

小

さ

い
子

ど

も

程

、
遠

慮

し
ま

せ

ん

。

「
観

察

会

に

は

、

け

っ
こ
う

そ

の
道

に

く

わ

し

い
人

が

く

る
も

の

で
す

。
大

い
に

利

用

す

る

こ
と

」

な

ど

と

教

え

ら

れ
ま

し

た

が

、

そ

う

簡

単

で

は

あ
り

ま

せ

ん
。
当

分

、

シ

ヤ

ッ
ポ

の
脱

ぎ

ど
う

し

で
す

。

「
さ

あ

み

な

さ

ん

、

落

葉

を

て

い
ね

い
に

上

か

ら

は

い

で

み
ま

し

ょ
う

」

「
天

井

を

見

ヒ

げ

て
ご

ら

ん
な

さ

い
。

枝

は
太

陽

の

光

が

ほ

し

く

て

…
」

「
私

が

声

を

か

け

る

ま

で

、

目

を

と

じ

て

…

」

な

ど

と

、

ど

こ

か

で

き

い
た

こ
と

を

、

そ

っ
く

り

繰

り

返

し

て

い
る
と

こ

ろ

で
す

。
緑

の
腕
章

は
ず

っ

と

お

預

け

で
す

。
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小
林

弥
生

(様
似
町
)

夜
明
け
に
向
か
っ
て
走

っ
て
い
る
よ
う

だ

っ
た
。
様
似
か
ら
サ
ロ
マ
湖
ま
で
の
道

の
り
は
長
く
、
海
に
ゆ
ら
め
く
月
の
光
を

眺
め
な
が
ら
の
出
発
だ

っ
た
。

家
族
を
説
得
し
、
知
人
の
車
に
同
乗
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
、
や
っ
と

の
こ

と
で
こ
ぎ

つ
け
た
自
然
観
察
指
導
員
講
習

会

へ
の
参
加
だ

っ
た
。

講
習
日
の
八
月

五

・
六
両
日
は
、
様
似
で

「
ア
ポ
イ
の
火

祭
り
」
が
催
さ
れ
た
日
。
第

一
次
産
業
の

不
振
と
過
疎
を
抱
え
た
住
民
の
、
町
の
活

性
化
を
願
う
気
持
ち
が
こ
の
祭
り
か
ら
は

伝
わ

っ
て
く
る
。

私
が
こ
の
地

へ
来
て
十
八
年
に
な
る
が
、

そ
の
間
に
も
町
の
自
然
は
大
き
な
変
化
を

遂
げ
た
。
砂
浜
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
海
浜

に
な
り
、
川
は
護
岸
工
事
が
な
さ
れ
、
ア

イ
ヌ
の
人
達
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
、
そ
の

固
有
の
名
を
留
め
る
姿
は
な
い
。
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
ア
ポ
イ
岳
に
も
人
の
手
が

加
え
ら
れ
、
昨
今
、
物
議
を
譲
し
た
。
観

光
に
よ

っ
て
活
性
化
を
計
ろ
う
と
す
る
町

の
あ
せ
り
と
、
自
然
を
切
り
売
り
し
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
よ
う
な
北
海
道
経
済

の
有
り
様
を
そ
の
裏
に
見
る
思
い
だ

っ
た
。

人
が
そ
こ
で
暮
ら
す
以
上
、
自
然
が
変

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な

い
。
し

か
し
、
そ
の
中
で
も
失

っ
て
は
い
け
な

い

も
の
の
あ
る
こ
と
を
、
開
発
を
お
し
進
め

た
側
か
ら
の
過
去

へ
の
郷
愁
の
声
が
教
え
レ

て
く
れ
て
い
る
と
思
う
。

自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
生
き

も

の
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
が
、

次
第
に
自
分
の
中
で
拡
が
り

つ
つ
あ
る
。

自
然
と
人
間
の
程
良

い
関
係
を
こ
の
町
で

創
り
出
し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
想
い
が
、

今
回
の
講
習
に
私
を
駆
り
立
て
た
。

講
習
の
中
で
は
、
"自
然
解
説

"
で
は

な
く

"
自
然
観
察

"
で
す
と

い
う
言
葉

を
何

度
も
指
導
者
の
方
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

自
然

を
知
識
と
し
て
伝
え
る
こ
と
よ
り
、

む

し
ろ
多
種
多
様
な
生
命
に
出
会

っ
た
時

の
驚
き
が
人
間
と
し
て
の
生
き
る
喜
び
に

つ
な

が
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
自
分
の
実
感

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

「環
境
を
保
全
し
て
こ
そ
、
将
来
に
渡

っ

て
そ

の
開
発
を
実
現
で
き
る
」
と

い
う
考

え
を
ど
の
よ
う
に
こ
の
町
で
具
体
化
し
て

い
く

の
か
、
講
習
会
に
参
加
し
て
ま
た
新

た
な
課
題
が
ひ
と

つ
加
わ

っ
た
。

平
清
水

富
士
子

(斜
里
町
)

大
好
き
な
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
を
舞
台
に
、

鐸
々
た
る
講
師
陣
が
揃

っ
た
こ
の
講
習
会

は
、
予
想
に
違
わ
ぬ
す
ば
ら
し
い
も

の
で

し
た
。
特

に
参
考
に
な

っ
た
の
は
、
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
の
活
用
法
で
す
。
「
こ
の
森
を
描

い
て
下
さ
い
。」
あ
ま
り
に
も
漠
然
と
し

て
い
る
の
で
何
を
ど
う
描
い
て
良
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
絵
に
し
よ
う

と
す
る
と

い
ろ
ん
な
物
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
緑
色
に
見
え
て
い
て
も
微
妙
な
違
い

が
あ
る
こ
と
と
か
、
風
の
動
き
と
か
、
普

段
気
に
も
と
め
ず
に
い
た
こ
と
ば
か
り
で

す
。林
の
中
で
は
、
「上
を
見
上
げ

て
、
そ

の
様
子
を
絵
に
描
け
。
」
と
の
難
題
に
絵

心
が
な
い
と
現
せ
な

い
部
分
の
多

い
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
キ

ツ
リ
フ
ネ
を
描
く

課
題
で
は
、
馴
染
み
の
花
な
の
に
こ
ん
な

形
を
し
て
い
た
の
か
…

へ
え
ー
、
こ
こ
は

こ
う
な

っ
て
い
る
の
か
…
と
、
普
段
は
い

か
に
漠
然
と
し
か
見
て
い
な
い
か
を
知
り

ま
し
た
。

ど
れ
も
絵
に
す
る
た
め
に
細
部
ま
で
観

察
す
る
の
で
、
新
し
い
発
見
ば
か
り
で
し

た
。
今
後
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
掛
け
る
と
き

は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持
つ
よ
う
心
掛
け

ま
す
。
キ
ツ
リ
フ
ネ
の
名
前
を
つ
け
る
課
題
で

は
、
イ
メ
ー
ジ
が
ふ
く
ら
ん
で
、
面
白
い

試
み
で
し
た
。

仕
事

で
自
然

に
携
わ

っ

て
い
る
人
や
ベ
テ
ラ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外

の
皆
さ
ん
も
二
泊
三
日
が
終
了
し
た
時
に

は
立
派
な
指
導
員
に
な

っ
て
い
た
の
は
驚

異
で
し
た
。
参
加
者
の
方
々
の
熱
意
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
噂
通
り
の
ハ
ー
ド
な
講

習

内

容

が

、

そ

の
効

果

を

高

め

て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

特
に
最
終

日
の
持

ち
時
間
5
分
の
自
由
課
題
は
、
皆
さ
ん
の

堂

々
た
る
指
導
員
ぶ
り
に
感
心
し
ま
し
た
。

「草
の
上
に
寝
転

ん
で
み
よ
う
!
そ
し
て

草
を
触

っ
て
み
よ
う
。」
(名
寄
の
A
さ
ん
)

「
こ
の
葉

っ
ぱ
を

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
に
写

し
取
り
、
同
じ
葉

っ
ぱ
の
樹
を
探
そ
う
。」

(江
別
の
B
さ
ん
)
な
ど
と

て
も
お
も

し

ろ
い
発
想
で
、
こ
れ
か
ら
の
実
践
に
も
す

ぐ
応
用
で
き
そ
う
で
す
。
た
だ
同
じ
グ
ル
ー

プ
の
人
た
ち
の
講
義
し
か
聞
く
事
が
出
来

な
か

っ
た
の
が
と
て
も
残
念
で
し
た
。
他

の
グ
ル
ー
プ
で
は
ど
ん
な
内
容
だ

っ
た
の

か
関
心
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
人
気
が
あ

る
講
習
会
で
今
回
も
定
員
を
増
や
し
て
の

対
応
だ

っ
た
た
め
、
ほ
ん
の

一
部

の
人
と

し
か
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
が

残
念
で
す
。
も

っ
と
自
由
に
話
せ
る
時
間

を
今
後
検
討
し
て
戴
き
た

い
。

(懇
親
会

以
外
に
。
)

何
よ
り
も
勉
強
に
な

っ
た
の
は
、

一
寸

木
講
師
の
話
術
で
す
。
歯
切
れ
が
よ
く
ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
、
「
こ
う

ゆ
う
人
に
私
は

な
り
た
い
!
」
(
宮
沢
賢
治

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
)
と
切
望
し
ま
し
た
。

「観
察
会
で
は
な
く
、
解
説
会
に
な
ら
な

い
よ
う
に
。」
は
、
耳

の
痛

い
お
言
葉

で

し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
を
肝
に
命
じ
て
観

察
会
に
望
み
ま
す
。
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A会 員の 「除名」問題にかかわる

札幌簡易裁判所での調停経過

会事理

北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
定
款
に
は
、

「会
員
が
、
こ
の
法
人
の
名
誉
を
殿
損
し
、

又
は
こ
の
法
人
の
目
的
に
反
す
る
行
為
が

あ

っ
た
と
き
」
は

「除
名
」
す
る
こ
と
が

で
き
る
と

い
う
規
定

(第
九
条
)
が
あ
り

ま
す

(全
文
は
文
末
参
照
)。
も
と
よ
り

会
員
の
除
名
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、

一
般

的

に
は
あ
り
得
な

い
し
、
ま
た
、
そ
の
運

用
は
こ
と
さ
ら
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
の
は
当
然
で
す
。

し
か
し
、
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
、
A

会

員
の
過
去
数
年
に
わ
た
る
言
動
は
、
こ

の
規
定
を
適
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
A
会
員
は
、
当

協
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
保
護
活
動
に
関

し

、
協
会
会
員
あ
る
い
は
協
会
が
個
人
ま

た
は
組
織
ぐ
る
み
で
、
行
政
や
企
業
と
癒

着
し
た
り
、
不
正
行
為
を
行

っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
、
中
傷

・
誹
誇

(ひ
ぼ
う
)
す

る
何
種
類
も
の

「文
書
」
を
、
多
数
の
人
々

に
配
布
し
、
当
協
会
お
よ
び
協
会
会
員
な

ど
の
社
会
的
信
用
や
名
誉
を
侵
害
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
A
会
員
は
、
当
協

会
の
業
務
の
円
滑
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ

す
よ
う
な
行
為
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

会
員

の
皆
様
の
な
か
に
も
、
A
会
員
か
ら

送
ら
れ
た

「文
書
」
に
心
当
た
り
の
あ
る

方
が

い
ら

っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
協
会
で
は
昨
年
二
月
、
A
会
員
に
対

し
て
自
制
を
求
め
る

「要
請
」
を
行
い
ま

し
た

が
、
そ
の
要
請
は
無
視
さ
れ
、
そ
の

後
も
当
協
会
や
会
員
な
ど
の
社
会
的
信
用

を
侵
害
す
る
行
為
を
繰
り
返
し
、
事
態
は

改
善
の
方
向
に
向
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
理
事
会
で
は
慎
重
な
審
議
を
重
ね

た
結
果
、
本
年
五
月
に
行
わ
れ
た
通
常
総

会
に
A
会
員
の
除
名
案
件
を
提
案
せ
ざ
る

を
得
な

い
と
判
断
し
、
本
年
四
月
に
本
人

あ
て
、
除
名
の
理
由
と
本
人
に
弁
明
の
機

会
を
与
え
る

「通
知
書
」
を
出
し
ま
し
た
。

す
る
と
A
会
員
は
札
幌
簡
易
裁
判
所
に

対
し
て

「調
停
」
を
申
し
立
て
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
そ
の
対
応
を
慎
重
に
検
討
し

た
結
果
、
A
会
員
が

「調
停
の
席
で
は
、

全
体
的
な
円
満
解
決
を
図
り
た
く
宜
し
く

お
願
い
す
る
次
第
で
す
」
と
申
し
出
て
い

る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
調
停
に
応
じ
る
こ

と
と
し
、
本
年
五
月
に
行
わ
れ
た
総
会
に

は
、
除
名
案
件
を
提
案
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
も
そ
も

「調
停
」

は
、
「
も
め
ご
と

の
原
因
を
は

っ
き
り
さ
せ
た
上
、
双
方

の

話
合
い
と
譲
り
合

い
に
よ
っ
て
、
実
情
に

即
し
た
適
切
な
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
手

続
き
」
(札
幌
簡
易
裁
判
所
資
料
)
で
す
。

調
停
は
本
年
五
月
、
六
月
、
九
月
の
三
回

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
協
会
で
は
調
停
の

精
神
に
そ

っ
て
譲
れ
る
と
こ
ろ
は
譲
り
、

五
月
の
時
点
で
A
会
員

の
求
め
た
事
項
の

い
く
つ
か
に
応
じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
A

会
員
は
譲
る
点
は
何
も
な
く
、
六
月

の
時

点
で

「除
名
計
画
を
取
り
消
せ
」
と
要
求

を
拡
大
し
ま
し
た
。
し
か
し
札
幌
簡
易
裁

判
所
で
は
そ
の
拡
大
要
求
を
受
理
し
な
か
っ

た
た
め
、
A
会
員
は

「自
主
退
会
も
あ
り

得
る
の
で
、
協
会
と
話
合

い
た

い
、
質
問

も
し
た
い
」
と
希
望
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

協
会
で
は
話
合

い
に
応
じ
る
こ
と
と
し
、

八
月
に
話
合

い
の
場
を
設
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
A
会
員
は
自
ら
求
め
て
お
き
な

が
ら
話
合

い
の
場
に
は
出
席
せ
ず
、
話
合

い
の
日
程
変
更
も
希
望
せ
ず
、
「
質
問
事

項
の
重
要
性
に
鑑
み
、
か

つ
ト
ラ
ブ
ル
回

避
策
と
し
て
」
文
書
に
よ
る
回
答
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
質
問
事
項
の
大

半
は
す
で
に
協
会

の

「会
誌
」
あ
る
い
は

「
N
C
」
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
か
、
当
協

会
と
は
直
接
に
関
係

の
な
い
内
容
の
も

の

で
、
文
書
回
答
し
な
け
れ
ば
問
題
が
解
決

し
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の

一
方
で
A
会
員
は
、
当
協
会
の
求
め

た

「除
名
計
画
を
取
り
消
せ
と
い
う
以
上

は
、
除
名
理
由
に
正
当
性
が
な
い
こ
と
を

立
証
せ
よ
」
と

い
う
問
い
か
け
に
は
、
何

の
反
応
も
せ
ず
、
ま
た
自
ら
の
非
を
認
め

よ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
A
会
員
の
一
連
の
態
度
は
、

「双
方
の
話
合

い
と
譲
り
合

い
に
よ

っ
て
、

実
情
に
即
し
た
適
切
な
解
決
を
図
ろ
う
」

と

い
う
調
停
の
精
神
に
反
し
、
ま
た
A
会

員
が
自
ら
記
し
た

「調
停
の
席
で
は
、
全

体
的
な
円
満
解
決
を
図
り
た
く
宜
し
く
お

願

い
す
る
次
第
で
す
」
と

い
う
信
義
に
も

反
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
理
事
会
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で
は
、
こ
れ
以
上

「話
合

い
」
を
継
続
し

て
も
、
「実
情
に
即
し
た
適
切
な
解
決
」

は
と
う
て
い
期
待
で
き
な
い
と
判
断
し
、

不
本
意
な
が
ら
話
合

い
の
継
続
を
打
ち
切

る
こ
と
と
し
、
A
会
員
に
通
知
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
九
月
の
調
停
で
は
札
幌
簡
易
裁

判
所
に
そ
の
旨
を
報
告
し
ま
し
た
。

な
お
A
会
員
は
九
月
の
調
停
に
先
立
ち
、

「
北
海
道
自
然
保
護
協
会
は
A
会
員

に
対

し
て
三
百
万
円
を
支
払
え
」
と
損
害
賠
償

を
求
め
る
趣
旨

の

「
調
停
申
立
て
」
を
札

幌
簡
易
裁
判
所
に
対
し
て
新
た
に
行

い
ま

し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ま

っ
た
く
理
不
尽

な
要
求
な
の
で
、
当
協
会
と
し
て
は
、
そ

の
調
停
に
は
応
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

A
会
員
は
、
北
海
道
保
護
協
会
に
は
行

政
や
企
業
に
癒
着
す
る
体
質
が
あ
り
、
そ

の
理
事
会
に
は

「
政
界
進
出
」
や

「自
然

保
護
で
金
儲
け
」
を
考
え
る
者
が
多
数

い

る

「厚
顔
無
比
」
な
団
体
で
あ
る
、
と

い

う
誤

っ
た
先
入
観
な

い
し
信
念
を
も

っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
今
後
も
、
当
協
会
や
協
会

会
員
に
対
す
る
中
傷

・
誹
誇
が
繰
り
返
し

行
わ
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
も
と
よ
り

的
を
得
た
批
判
活
動
は
自
由

で
あ
り
、
批

判
が
組
織

の
健
全
化
に
役
立

つ
場
合
も
あ

り
得
ま
す
。
し
か
し
客
観
的
事
実
に
基
づ

か
な

い
こ
と

で
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

や
そ
の
会
員
が
、
あ
た
か
も
行
政
や
企
業

と
癒
着
し
、
不
正
を
働
い
て
い
る
か
の
よ

う

な
中
傷

・
誹
誇
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ

ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
実
情
な
の
で
、
ま
こ
と
に

残
念
な
が
ら
、
当
協
会
と
し
て
は
近
く
A

会
員
を
除
名
す
る
方
向
に
動
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
を

い
た

だ
き
た

い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

な
お
㈹
北
海
道
自
然
保
護
協
会
定
款
第

九
条

(除
名
)
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で

す
。「会
員
が
、
こ
の
法
人
の
名
誉
を
殿
損

し
、
又
は
こ
の
法
人
の
目
的
に
反
す
る
行

為

が
あ

っ
た
と
き
は
、
総
会
に
お
い
て
出

席
会
員
の
四
分
の
三
以
上
の
同
意
に
よ
り
、

こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
会
員

に
弁
明
の
機
会
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。」

陳
要 情
意 望
童見

書 自
書

大
雪
山
国
立
公
園
現
地
視
察
後

の
士
幌
高

原
道

路
問
題
審
議
に

つ

い
て
の
要
望
書

一
九
九
五
年
五
月
十
三

日

自
然
環
境
保
全
審
議
会
自
然
公
園
部
会
長

言
尺

青

兼

・マ

↓倉丁

イ
・マ

㈹
北
海
道
自

然
保
護
協
会
長

俵

浩

三

十
勝
自
然
保
護
協

会
長

及
川

裕

北
海
道
自
然

保
護

連
合
代
表

黒
萩

尚

去

る
五
月
九

日
～
十
日

に
は
、
ご
多

用
中

に

も

か
か
わ

ら
ず
多
数

の
委

員

の
先
生
方
に
よ

っ

て
、
大
雪
山
国
立
公

園
の
公
園
計
画
見
直
し

に

か
か

る
、
士
幌
高

原
道
路

予
定

地

の

一
部
に

つ

い
て
現
地
視
察
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

、
私
た
ち
が
今
ま

で
要
望

し
て
ま

い
り
ま

し
た

士
幌
高
原
道
路
問
題

に
関

し
て
は
、
こ
の
現
地

視
察

の
結

果
を
ふ
ま
え

て
、
近
く
ご
審
議

が
な

さ
れ
る
と

思

い
ま
す
が
、
そ

の
際
は
下
記
事

項

に

つ
い
て
、
特
段

の
ご
配
慮
を
く
だ
さ

い
ま
す

よ
う

、
重
ね

て
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

記

一

大
雪
山
国
立
公
園

に
対

す
る
基
本
認
識
を

再
確
認
識
し
た
う

え
で
の
・審
議

を

自
然
環
境
保
全
審
議
会

で
は

一
九

七
三
年

の

「
林
部
会
長
談
話
」

(以

下
林
談
話
)
に
お

い
て
、

と
く

に
大
雪
山
国
立
公
園

に

つ
い
て
、

・
大
雪
山
国
立
公
園
は

、
わ

が
国

に
残

さ
れ
た

原
始
的
自
然

の

一
つ
で
、
そ

の
保
護

・
保
存

は

非
常

に
重
要

で
あ

る
、

・
国
立
公
園

の
保
護

お
よ
び
利
用

の
あ
り
方

は

反
省

す

べ
き
時
期

に
き

て

い
る

、

・
観
光
道

路

の
開
設
が

必
ず
し
も
過
疎
解
消

の

決

め
手
と

な
る
も

の
で
は
な

い
、

と

の
基
本
認

識
を
示
し

て

い
ま
す
。
以
来

二
十

余
年
を
経
ま

し
た
が
、
そ

の
間
に
各

地

で
自
然

環
境

が
損
な

わ
れ

つ
つ
あ

る
の
で
、
こ

の
基
本

認
識
は

、

い
っ
そ
う

重
要
性
を

増
し
て

い
る
と

考
え
ま
す

が
、
大

雪
山
国
立
公

園

の
現
地
視
察

を
通
じ

て
、
委
員

の
先
生
方
も

そ

の
こ
と
を
再

確
認
さ
れ
た

こ
と
と
存

じ
ま
す

。
ど
う

か
士
幌

高
原
道
路
問
題

の
審
議

に
際
し

て
は
、
こ

の
基

本
認
識

に
立
脚
さ

れ
る
こ
と
を
要
望

い
た
し
ま

す
。
二

士
幌
高
原
道
路

は
、
公
園
利
用
者

の
増
大

に
寄

与
し
て
も

、
し
な
く
て
も

、
い
ず

れ
に

し
て
も
問
題
が
あ

る

私

た
ち

の
意

見
陳
述

の
席

上
、
委
員

の
先
生

か

ら

「新

ト

ン
ネ

ル
が

で
き

て
も
そ
れ

ほ
ど
利

用
者

が
多

く
な
ら
な

い
の
で
は
な

い
か

、
新

ト

ン
ネ

ル
は
然

別
湖

の
オ

ー
バ
ー

ユ
ー

ス
に
連
な

ら
な

い
の
で
は
な

い
か
」
と

の
趣
旨

の
ご
意
見

が
あ
り
ま

し
た

。
こ

の
予
測

は
難
し

い
も

の
が

あ
り
ま
す

が
、
士
幌

高
原
道
路

問
題
の
核
心
を

突

い
た
ご
意
見
と

承
り
ま
し
た

。
実

は
私
た
ち

も
そ
う
考
え
ま
す

。
そ
し

て
そ

れ
は
林

談
話

の

「観

光
道
路

の
開
設

が
必
ず

し
も

過

疎
解

消

の

決
め
手
と
な
る
も

の
で
は
な

い
」
と

の
認

識
に

一
致

し
ま
す
。

公
園
利
用
者

の
増
大

に
連

な
ら
な

い
も

の
な

ら
、
地
元
が
期

待
す

る
活
性

化
に
も
役
立
た

な

い
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ

の
よ
う

な
道
路
を

、

な

ぜ
林
談

話
や
北
海
道
自
然
環

境
保
全
指
針

に

反

し
て
ま

で
、
ま
た
莫
大
な
経
費

の
か
か

る
長
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大
ト

ン
ネ

ル
に
し

て
ま

で
、
作

ら
な
く
て
は
な

ら
な

い
の
で
し

ょ
う
か
?

ま

た
、
地
元
が
期
待
す

る
通
り

に
利
用
者

の

増
大

に
寄

与
す
る
な
ら
、
す

で
に
指
摘

し
た
よ

う

に
、
公

園
区
域
外

な

い
し
公
園
普
通
地
域

の

活
性
化

の
た

め
、
公

園
特

別
地
域

に
犠
牲
を
強

い
る

こ
と

に
な
り

、

コ
ア
と

バ

ッ
フ
ァ
ー
を
逆

転

さ
せ
た

、
公
園
計
画
と

し
て
本

末
転
倒

の
考

え
方

に
な
り
ま
す
。

士
幌
高

原
道
路
は
、
公
園
利
用
者

の
増

大
に

寄
与

し
て
も

、
し
な
く

て
も

、
い
ず

れ
に
し
て

も
問
題

の
あ

る
こ
と

を
ご
認
識

の
う
え

、
ご
審

議
く
だ
さ

る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

三

ト

ン
ネ

ル
技
術
論

へ
入
る
前
に
道
路

の
必

要
性

な
ど

の
基
本
論
議
が

な
さ

れ
る
べ
き

で

あ

る

現
地

で

の
小
委
員
会
あ
る

い
は
視
察

を
通
じ

て
、
委
員

の
先

生
方

の
問

で
は
長
大

ト
ン
ネ

ル

の
技
術
論
が
、
か
な
り
活
発
に
行
わ
れ
た
と
承

っ

て
お
り
ま
す
。

し
か

し
ト
ン
ネ

ル
技
術
論

に
入

る
前

に

「
な
ぜ
士
幌
高
原
道
路
は
必
要
な

の
か
、

こ
の
道

路
は
ど
ん
な
効
果
を
も

た
ら
す

の
か
」

な
ど

の
基
本

論
議
が
交
わ
さ
れ

る
こ
と

が
必
要

と
考
え

ま
す

。

そ

の
こ
と

は
林

談
話

で
も

、

「
そ

の
道
路
が
是
非

必
要

で
あ

り

、
他

に

こ
れ

に
代
わ
る
適
切
な
手
段

が
見

出
せ
な

い
こ
と

が

前
提
」
と

し
た
う
え

で
、
そ

の
後

に

「
計
画

、

設
計

、
施

工
」
に
言
及
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か

で
す

。

そ
も
そ
も
公
園
計
画

見
直
し

の
基
本

は
、
旧

来

の
計
画

(士
幌
高

原
道
路

の
場
合
は

一
九

六

五
年

の
計
画

)
が

、
そ

の
後

の
社

会
経
済
的
背

景

の
変
化

や
、
自
然
環
境

に
関
す

る
情
報

の
蓄

積

や
自
然

環
境
に
対
す
る
価
値
観

の
変

化
な
ど

に
か
ん
が

み
、
現
在

の
あ
る

い
は
将
来

の
公
園

に
と

っ
て
適
切

で
あ

る
か
否
か

(士
幌
高

原
道

路

の
場
合
は
大
雪
山

国
立
公
園

の
基
本
認
識
な

ど

に
合
致
す

る
か
否
か

)
が
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ

る

こ
と
が
優
先
さ
れ

る
べ
き

で
あ

っ
て
、
決
し

て

既
得
権
が
優
先
さ
れ
る

こ
と
が
あ

っ
て
は
な
り

ま

せ
ん
。
士
幌
高
原
道
路

の
場
合
は
、
三
十
年

前

に
は
そ
れ
な
り

の
必
要
性
や
効

果
が
期
待

で

き
た

で
し
ょ
う

が
、
現
在

で
は
、
そ
の
目
的

、

必
要
性

、
効
果

が
す

っ
か
り

「あ

い
ま

い
」
な

も

の
と
な

っ
て
お
り

、
こ
れ
を
継
続
す
る
に
は
、

た
と
え
新
ト

ン
ネ

ル
案

で
あ

っ
て
も
矛
盾
点

、

疑
問
点
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

現
地
視
察

の
結
果
、
然
別
湖
畔
は
北
海
道
が

主

張
す

る
よ
う

に

、

「
災
害
多

発

地
帯

」

で

「民
生

不
安
定
」

な

の
で
、
な

る
ほ

ど

「
災

害

発
生
時
等

の
短

縮

・
代
替

ル
ー
ト
確
保

に
よ
る

民
生

の
安
定
」

の
た
め
に
士
幌
高
原
道
路

が
必

要
だ
と
実
感

さ
れ
た

で
し
ょ
う
か
?

ヌ
プ
カ

の
里
か
ら

の

ヘ
ア
ー
ピ

ン
カ
ー
ブ

に

よ
る
、
外
来
雑
草

に
蔽
わ
れ
た
長
大
切
取
法
面

の
連
続

、
そ
れ
に

つ
づ
く
長
大
ト

ン
ネ

ル
の
暗

黒

の
世
界
で
然

別
湖
畔

へ
連
絡
す

る
士
幌

高
原

道
路

は
、
環
境
基

本
計
画

が
う
た
う

「自
然

探

勝

・
野
生
動
物
観
察
等

の
自
然
体
験
型

の
自
然

と

の
ふ
れ
あ

い
」

の
趣
旨

に
合
致

し

、

「
国
立

公
園

の
健
全
な
利
用
」

に
寄
与
す

る
公
園
計
画

道

路
だ
と
実
感
さ
れ
た

で
し

ょ
う
か
?

現
地

で
北
海
道
土
木
部
か
ら
、
士
幌
高
原
道

路

の
目
的

、
必
要
性

、
効

果
な
ど
に

つ
い
て
、

説
得
力
あ

る
説
明
を
受

け
た
と
実
感

さ
れ
た
で

し

ょ
う
か
?

ど
う
か

、
こ
う
し
た
視
点
も
忘
れ
ず

、
ご
審

議

く
だ
さ
る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

四

い
ま
の
段
階

で
自
然
環
境
保
全
審
議
会
が

早

々
と
士
幌
高

原
道
路
を
容

認
す
る
方

向
の

結
論
を
だ
す

こ
と
は
、
知
事

の

「地

元
自

然

保
護
団
体

の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

な
が

ら
」

と
い
う
方
針

に
反

し
、
ま
た

「円
卓
会
議
」

提
唱
に
期
待
す

る
北
海
道
民
な

ど
の
意

思
や

願

い
を
無
視
す
る

こ
と
に
な
る

士
幌
高
原
道
路
問
題

に
関
し

て
は

、
北
海
道

知
事

が
議
会

で

「
地
元
自
然
保
護
団
体

の
コ
ン

セ

ン
サ
ス
を
得

な
が
ら
」
事
業
を
進
め
た

い
と

表
明

し
ま

し
た
が
、

い
ま
現
在
、
地
元
自
然
保

護
団
体

の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
て

い
ま
せ

ん
。ま
た
最
近
の
北
海
道
新
聞

(
一
九
九
五

・
四

・

五

)
は

「
『
士
幌
高
原
道
路
』

で
円
卓
会
議
を
」

と

い
う
社
説
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
十
幌
高

原
道

路

の
実
現
を

士
幌
町
を
中
心
と
す
る
地
元
が
強

く
望

ん
で

い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
が

、

多
く

の
北
海
道

民
は
醒
め
た
目
で
士
幌
高
原
道

路
問
題
を
見

て
お
り

、
こ

の
社
説
が
提
唱
し
た

よ
う
な
円
卓
会
議
と

そ
の
結

果
に
期
待

し
お
り

ま
す
。
新
聞
報
道

(
一
九
九

五

・
五

・
九

)
に

よ
れ
ば
北
海
道
は
円
卓
会
議
を
拒
否

し
た
と
報

じ
ら
れ
て

い
ま
す
が

、
道
路
を
推
進
す

る
立
場

の
当
事
者

が
現
段
階

で
拒
否
す
る

の
は

、
当
然

と

い
え
ば
当
然

で
す
。
し
か
し
、

一
方

の
当
事

者

が
現
段
階

で
拒
否

し
た
か
ら
円
卓
会
議
は
不

可
能

、
あ

る
い
は
不
必
要

と

い
う

こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

い
ま
ま

で
士
幌
高
原
道
路
問
題
に
関
し
て
は
、

北
海
道
レ

ベ
ル
で

の
論
議
が
ほ
と

ん
ど
行
わ

れ

て

い
ま
せ
ん
。
そ

の

一
因
は
社
説
が
指
摘
す

る

よ
う

に
、
「
い
っ
た
ん
建
設

に
着

手

し
た

か
ら

に
は
あ
く
ま

で
計
画
を
押

し
通
そ
う

と
す
る
行

政

の

『
メ
ン
ツ
』

が
問
題
を
長

引
か
せ
、
こ
じ

ら
せ

て
き
た
と

の
感
を

ぬ
ぐ
え
な

い
」
と

い
う

点
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

。

し
か
し
莫

大
な
経
費
が
か
か

る
新
ト

ン
ネ

ル

案
を

実
現
す

る
と
な
れ
ば
、
そ
れ

に
要
す

る
経

費

は
、
国
民

、
と

く
に
北
海
道
民

の
税
金
と
し

て
負
担

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
北
海

道

レ
ベ
ル
で
の
論
議

が
不
十
分

で
さ
ら
に
必
要

だ
か
ら

こ
そ

、
円
卓

会
議
が
提
唱

さ
れ
て

い
る

わ
け

で
す
。
ま
た
士
幌

高
原
道
路
計
画

に
対
し

て
は
北
海
道

の
み
な

ら
ず
全
国
か

ら
、
十

一
万

七

千
筆
に
お
よ

ぶ

「反
対

署
名
」

が
集
ま

っ
て

い
ま

す

(
こ
れ
は
時
間
的

に
駒
止
ト

ン
ネ

ル
案

と
新

ト
ン
ネ

ル
案

の
双
方
を

含
む
が
、

い
ず

れ

に
し
て
も
士
幌

高
原
道
路

の
根

本
否

定

)
。

こ

の
人
た
ち
も
円
卓
会

議

に
期
待

し
て

い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す

。

そ
う
し
た
気
運

が
あ
る
な
か

で
、
早

々
と
国

レ

ベ
ル
の
自
然
環
境
保
全

審
議
会

が
士
幌
高

原

道

路
容
認

の
方
向
を

固
め
て
し
ま
う

こ
と

は
、

多

く

の
北
海
道
民

や
国
民

の
意
思
と
願

い
を
無

視
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

ど
う

か
北
海

道
民
や
国
民

の
意
思
と
願

い
を

無
視
す

る
こ
と

の
な

い
よ
う

、
よ
ろ
し
く
ご
検

討
く
だ

さ
る
こ
と
を

要
望

い
た

し
ま
す
。

大
麻
駅
付
近
の
鉄
道
林
保

護
に
関
す

る
要

望
書

一
九

九
五
年
七
月
六

日

北
海

道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

社
長

大
森

義
弘

様

㈹
北
海
道
自

然
保
護
協
会

会

長

俵

浩
三

J

R
北
海
道
お

よ
び
関
連
グ

ル
ー
プ

で
は
江

別
市
大
麻
駅
周
辺

に

「大

型
店
舗
」

の
新

設
を

計

画
し
、
そ
れ

に
伴

っ
て
大

麻
駅
西
側

の
鉄
道

林
約

一

・
五
㎞
が
伐
採
さ

れ
る
予
定
と
伺

っ
て

お
り
ま
す

。

こ
の
計
画

に
対

す
る
地
元
住
民

な
ど

へ
の
説

明
会

で
、
J
R
側

は
鉄

道
林

の
環
境
影

響
調
査

の
結
果
と
し

て
、
「哺

乳
類
、
鳥
類

、
両
棲
類

、

爬
虫
類

で
着
目
す

べ
き
種

が
確
認

さ
れ
な
か

っ

た
。
植
物

に
つ
い
て
は
着

目
す

べ
き
種
と

し
て
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フ
ク
ジ

ュ
ソ
ウ
が
確

認
さ
れ
た
が
、
移
植

に
よ

り
対
応
可
能

で
あ

る
」

(
し

た

が

っ
て
開

発

し

て
も
よ

い
)
と

の
趣
旨

の
説
明
を
な
さ
れ
た
と

承
知
し

て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
で

い
う

「着

目
」

す

べ
き
動
植
物

は
、

だ

れ
が

何

の
目

的

で
、
ど

の
よ
う
な
基
準

に
よ
り

「着

目
」
し

た

の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ

て
お
り
ま

せ
ん
。

一
般
的

に
開
発
計
画
に
伴
う
環
境

ア
セ
ス
メ

ン
ト

で
は

、
と
も
す

る
と
環
境
庁

の

「
緑

の
国

勢
調

査
」

(
一
九
七

六
年

)

で

選

定

さ

れ

た

「貴

重
植

物
」
が

、
「着
目
す

べ
き
植

物
」
と
し

て
使

用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

。
こ
れ
は
全

国
的
視

野
か
ら
、
日
本

の
特
産
種

、
希

少
種

、

分
布

の
南

限

・
北
限
種
な
ど
、
わ
ず
か

な
種

類

だ
け

が
選
定

さ
れ
た
も

の
で
あ
り

、
も
と
も
と

北
海
道

に
は
分
布

し
な

い
か
、
分
布
し

て

い
て

も
高
山

や
湿

原
な
ど

、
特

殊
な
環
境

に
生
育

が

限
ら
れ
た
も

の
が
多
く
含
ま

れ

て
い
ま
す
。

今

回

の
大
麻
駅
付
近

の
環
境
影
響

調
査

に
お

い
て
も

、
も

し
も

、

こ
れ

に
類
す

る
も

の
が

「着
目
す

べ
き
動
植
物
」
と

し

て
使

用

さ

れ
た

の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は

「
身
近
な
自
然
」

で
、

し
か
も
人

工
林

で
あ

る
大
麻
駅
付
近

の
鉄
道
林

に
は
、
「
着
目
す

べ
き

動
植

物

が

な

い

(
あ

る

い
は
少
な

い
)」

の
が
当
然

な

の

で
す

。

す
な

わ
ち

、
鉄

道
林

の
自
然
環
境
を
評
価
す
る
に
は
、

き
わ

め
て
適
切
さ
を
欠

い
た
尺
度
を

用

い
た
も

の
で
あ
り

、
そ
こ
か
ら

「
着
目
す

べ
き
動

植
物

が
確
認
さ

れ
な

い
か
ら
開
発
し

て
よ

い
」

と

い

う
結
論
を
導
く

こ
と

は
、
妥

当
性
を
欠

い
て

い

る
、
と

い
わ
ざ

る
を
得
ま

せ
ん
。
ま
し

て

「移

植

に
よ
り
対
応
が
可
能
」
と

い
う

考
え
方

は
、

自
然
保
護

の
基
本
理
念

に
反
す

る
こ
と

で
す
。

そ

れ
よ
り

も
こ

の
鉄
道
林
は

、
旧
国
鉄
当
局

が
地
元
住
民

の
協

力
を
得
な
が
ら

、
長
年

に
わ

た

っ
て
植
え

、
育

て
、
守

っ
て
き
た
も

の

で
、

今

日
で
は
人
工
林

と
は

い
い
な

が
ら

、

「
身
近

な
自
然
」
と

し
て
曲
豆
か
な
自
然
環
境
を
形
成
す

る
貴
重
な
存
在
と

な

っ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
鉄
道
林

は
保
健

・
休
養

・
公
害
防
止
な
ど

の
観
点
か
ら

、
現
在

の
自
然
環
境
を
保
護
す
る

必
要
が
あ
る
と
し

て
、
北
海
道
自
然
環
境
等
保

全
条

例
に
よ

っ
て

「
環
境
緑
地
保
護
地
区
」
に

指
定

さ
れ
て

い
る
も

の
で
、

「
こ

の
鉄

道
林
自

体

に
着

目
す

べ
き
価
値
が
あ
る
」
と

い
う
視
点

を
も

つ
こ
と

が
肝
要
と
考
え

ま
す

。
そ
の
こ
と

は

、
旧
国
鉄

が
編
纂

し
た

『
北
海
道
鉄
道
百
年

史
』

(
一
九
八

一
年

)
に
、
「函
館
本
線
厚
別

・

野
幌
間

の
鉄
道
林
を

は
じ

め
、
全
道
沿
線

の
主

要
な
鉄
道
林
が

、
環
境
緑
地
保
護
地
区

に
指
定

さ
れ
、
自
然
を
破
壊
す
る
伐
採
や
開
発
等

の
行

為

が
制
限
さ
れ

て
い
る
」
と
、
大
麻
駅
付
近

の

鉄
道
林

が
、
北
海
道
を
代
表
す
る
鉄
道
保
護
林

と

し
て
紹
介

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
改
め

て
引

く
ま

で
も

な

い
こ
と
で
す
。

鉄
道
関
係
者

の
中
に
は
、

「
鉄
道

防

雪
林
と

し

て
の
役
割

は
低

下
し
た
」
と

い
う
見
方
を
す

る
方
も
あ

る
と
伺

い
ま

し
た
が

、
逆

に
大
麻
駅

付
近
は
、
そ

の
後

の
都
市
化
現
象

に
よ
り

「環

境
緑

地
と
し

て
の
役
割
」
が

い

っ
そ
う
高
ま

っ

て

い
ま
す
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
筒
井
廻
夫

『
森

林
文
化

へ
の
道
』
(
朝
日
新

聞
社

・
一
九
九

五

年

)
に
も

、
「鉄
道

林
は
、

防
雪
林

と

し

て

の

役
割
を
重
視

さ
れ
た
時
代

か
ら
、
最

近
で
は
防

雪
林
よ
り
も
地
域

の
環
境
緑
地
林
と

し
て
の
性

格
が
強
く
な

っ
て
い
る
。
J

R
と
沿
線
住
民
と

一
体
と
な

っ
た
管
理

が
望
ま
れ

て
い
る
」
と
記

述
さ
れ
て

い
ま
す
が

、
大
麻
駅
付
近

の
鉄
道
林

は
、
そ

の
典
型
例
と

い
え
ま
し

ょ
う
。

こ
の
よ
う

な
価

値
を
有
す
る
鉄
道
林
を
伐
採

し

て
開
発
行
為
を

行
う

こ
と
は
、
地
球

環
境
問

題

の
キ

ー
ワ
ー
ド
と

し
て
叫
ば

れ
る

「持

続
可

能
な
開
発
」

に
も

、
明

ら
か
に
背
く
も

の
で
す
。

ど
う
か
標
記
鉄
道
林

の
伐
採
計
画

は
中
止

さ

れ

る
よ
う
、
強
く
要
望

い
た

し
ま
す

。
ま
た

こ

れ
を
機
会
に
北
海
道
を
代
表
す

る
鉄
道
林
と

し

て
、

い

っ
そ
う
自
然
保
護
を
強
化
さ
れ
る
よ
う
、

併
せ

て
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

大

雪
山

国
立

公
園
内
士
幌
高
原
道
路
計
画
に

か

か
わ
る
質
問
状

へ
の
回
答

要
請

一
九
九

五
年
七
月

二
十

一
日

環
境
庁
長
官

宮

下

創

平

様

㈹
北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

俵

浩
三

十
勝
自
然
保
護
協
会
長

及
川

裕

北
海
道
自
然
保
護
連
合
代
表

黒
萩

尚

私
た
ち
三
団
体
は

、
本
年

三
月

二
十

五
日
づ

け

で

「
大
雪
山
国
立
公
園
計
画

に
お
け

る
士
幌

高
原
道
路

の
取
扱

い
に
関
す

る
質
問
状
」
を
貴

職
あ
て
に
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
大

雪
山
国
立
公
園

の
公
園
計
画

の
見

直

し
で
、
士
幌
高

原
道
路

(
新
ト

ン
ネ

ル
案

)

を
新

し
い
公
園
計
画

に
位

置
づ
け
る
こ
と
が
不

合
理

で
あ

る
こ
と
な
ど

、
九
項
目

の
疑

問
点
を

質
問
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す

。

、
と

こ
ろ
が

、
こ
の
疑
問
点

に
対

し
て
は
貴

職

か
ら
何

の
説
明
も
回
答
も
な

い
ま
ま

、
士
幌
高

原
道
路

の
案

件
は
去
る
五
月

三
十

日
、
自
然

環

境
保
全
審
議
会

に
諮
問
さ
れ

、
答
申
さ
れ

て
し

ま

い
ま
し
た

。
そ

の
答
申
を
受
け

て
、
事
業
主

体

の
北
海
道

は
事
業

実
施
に
向
け

て
諸
準
備

に

入

っ
て
い
る
と
伝
え

ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し

多
く

の
北
海
道
民

は
、
士
幌

高
原
道

路
に

つ
い

て
の
基
本
論
議
が
十
分

に
尽

く
さ
れ
た
結
果

の

方
針
決
定
と
は
考
え

て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と

は

六
月

一
日
づ
け
北
海
道
新
聞

の
社
説

「
な
お
議

論
必
要
な
士
幌
高
原
道
路
」

(別
貼

写
し
参

照
)

に
、
端

的
に
表
れ

て
い
ま
す

。

以
来

、

一
カ
月
余

が
経
過

し
ま
し
た
が
、
相

変
わ
ら
ず
貴
職

か
ら

の
回
答

は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ

の
こ
と
は

、
新

し
く
制
定

さ
れ
た
環
境
基
本

法

の
第

二
十
六
条

(
民
間
団
体
等

の
自
発

的
な

活
動
を
促
進
す

る
た

め

の
措

置

)
、

第

二
十

七

条

(
情
報

の
提
供

)
の
趣
旨
か
ら

み
て
も

、
き

わ
め
て
遺
憾
な

こ
と

で
す

。

早
急

に
ご
回
答
く
だ

さ
る
よ
う
要
請

い
た

し

ま
す

。

「
ふ
る
さ

と
小
包

事
業
」

で
野
生
植
物
を
商
品

と
し
な

い
こ
と
の
要
望
書

一
九
九

五
年
七
月

二
十

一
日

北
海
道
郵
政
局
長

様㈹
北
海
道
自
然
保
護
協

会

会
長

俵

浩
三

貴
局
が
実
施
し

て

い
る

「
ふ
る
さ
と

小
包
事

業
」
は
、
遠
く
離

れ
た
地
域

に
住
む
人

々
の
心

の
交
流
を
目
的
と
し
た
意
義

あ

る
企
画
と

思

い

ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら

の
中

に
は
例

え

ば

「
や
ち
ぶ
き

・
ゆ
う

パ

ッ
ク
」
や

「
ギ

ョ

ウ
ジ

ャ
ニ
ン

ニ
ク

・
ゆ
う

パ

ッ
ク
」
な
ど

、
北

海
道

の
野
生
植
物

を
商
品
と

し
て
扱

っ
て
い
る

事
業
も
含
ま

れ
て

い
る
と
承
知

い
た
し

て
お
り

ま
す
。
や
ち

ぶ
き

(正
式

に
は

エ
ゾ

ノ
リ

ユ
ウ
キ

ン

カ

)
は
、
北
海
道

の
綺

麗
な
流
水
辺

に
生
育

し

て
金
色

の
花
を
咲
か

せ
る
、
北
国

の
春
を
代

表

す
る
野
生
植
物

で
す
。

こ
の
植

物
は

、
開
き

は

じ
め
た
頃

の
葉
が
癖

の
な

い
山
菜
と
し

て

一
部

の
人
々
に
愛
好

さ
れ

て
き
ま

し
た
が
、
全
国

の

人

々
に
多

量
に
利
用
さ
れ

て
き

た
も

の
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。

他
方

、
ギ

ョ
ウ
ジ

ャ
ニ
ン

ニ
ク
は
、
北
海
道

で
は
亜
高
山
帯
以

下

の
森
林

や
草

原
な
ど
に
生

育
し

て
お
り

、
ネ

ギ
属
特
有

の
臭

み
を
持

ち
な
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が
ら

、
栄
養

に
富
む
山
菜
と

し
て
古
く
か
ら
比

較
的
多
く
愛
好
さ
れ

て
き
ま

し
た
。
近
年

こ
の

植

物
は
栽
培
も
さ
れ

て
お
り
ま
す

が
、
商
品
と

し
て
は
栽

培
品
だ
け

に
限

ら
れ
ず

、
山
採

り
が

急
増

し
て

い
る
現
状

で
す
。

近
年

の
山
菜
ブ
ー

ム
に
よ

っ
て
、
北
海
道

で

は
山
菜
と

し
て
利
用
し

て
こ
な
か

っ
た

野
生
植

物
ま

で
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
な
ど

、
野
生
植
物

の

過
度

の
利

用
が
目
だ

つ
よ
う

に
な
り
ま

し
た

。

ワ
ラ
ビ

、
ゼ
ン

マ
イ
、

フ
キ
な
ど

の
よ
う

に
元

来
多

量

に
あ

っ
て
多
少
と
も

過
度

の
利
用
ま

で

耐
え
ら
れ

る
植
物
と

、

エ
ゾ
ノ
リ

ユ
ウ
キ

ン
カ

や
ギ

ョ
ウ
ジ

ャ
ニ
ン

ニ
ク
の
よ
う

に
採
取
が
著

し
く
な
る
と
減
少
が

い
ち
早
く
進

ん
で
し
ま
う

植
物
を

一
緒

に
し
た
、
見
境
な

い
利
用
が
進
ん

で

い
る
現
状

で
す
。
例
え
ば

、
北
海
道

の
海
岸

砂
丘

に
生
育

す
る

ハ
マ
ボ

ウ
フ
ウ
は
美
味

な
山

菜
と

し
て
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た

が
、
山
菜

採

り
と
砂
丘
破
壊

に
よ

っ
て
そ
れ
が

ほ
と

ん
ど
見

ら
れ
な

い
処

が
多

く
な
り
ま
し
た
。

ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
は

、

一
部

で
栽
培
化

が
試
み
ら
れ

て
お
り

ま
す
が
、
野
生

の
山
菜
と

し
て
将
来

の
利
用

が

で
き

な
く
な
る
危
険
性

が
高

い
実
情

で
す
。

山
菜

の
利
用
は
、
個
人

で
楽

し
む
場
合
と
比

べ
て
企
業

的
な
事
業
と
し

て
扱
う
場
合

に
は

、

量

、
ス
ピ

ー
ド
、
面
積
と
も

に
影
響

が
著
し
く

な
る

こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

現
在

、
生
物

の
保
護
管

理
に
関
す

る
国
際
的

な
考
え
方
と

し
て
、

い
ろ

い
ろ
な
資
源
と

し
て

の

「
持
続
的
利
用
」

が
重
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

資

源
を

一
時
的

に
多
量
に
利
用
す

る
こ
と

に
よ

っ

て
枯
渇

さ
せ
る

の
で
は
な
く

、

「
将
来

ま

で
持

続
的

に
利
用
可
能

に
す

る
」
と

い
う

考
え
方

で

す

。
こ
の
考

え
方
は

、
実
は
目
新

し

い
も

の
で

は
な
く

、
北
海
道
で
は
す

で
に
ア
イ

ヌ
の
古
老

か
ら
教
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ギ

ョ

ウ
ジ

ャ

ニ
ン

ニ
ク
な
ど

の
山
菜

は
翌
年
を
考
え

て
過
度

に
採

ら
な

い
方
法

で
あ

り

、
ま

さ

に

「
賢

い
利
用

(
ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
)」
の
方
法

で
す
。

国
際
的

に
重
視

さ
れ
て
い
る
別

の
視
点
と
し

て

「
生
物

の
多
様
性

の
保
護
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
遺
伝
子

、
種

(種
類

)
お
よ
び
生
態

系

の
三

つ
の
レ

ベ
ル
に
お
け
る
多

様
性

の
保
護

が
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
人
類
に

と

っ
て
、
た
と
え
今
は
役
に
立
た
な
く
と
も
将

来
役
立

つ
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
、
あ
ら
ゆ
る

遺
伝

子
、
あ

ら
ゆ
る
種
、
あ
ら
ゆ
る
生
態
系

の

絶
滅

・
消
滅
を
防

い
で
、
人
類
の
未
来

に
禍
根

を
残
さ
な

い
よ
う

に
す
る
も

の
で
す

。
こ
の
中

で
、
直
接
的

に
は

「種

の
多
様
性

の
保
護
」

の

観
点
か
ら

、
減
少

し
や
す

い
山
菜

の
過
度

の
利

用
が
問
題
と
な
り
ま
す

。
ま
た

、

エ
ゾ
ノ
リ

ユ

ウ
キ

ン
カ
や
ギ

ョ
ウ
ジ
ャ

ニ
ン

ニ
ク
を
企
業
的

な
事
業

の
対
象
と

し
て
採
取
し
ま
す
と

、
そ

の

生
育
地
周
辺

に
生
え

る
他

の
植
物

、
さ
ら

に
は

動
物

へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

こ
の
点

で

は

「
生
態

系

の
多

様
性

の
保
護
」
に
関
し
て
も

、

こ
の
事
業

の
問
題
が
関
連
し

て
ま

い
り
ま
す
。

現
在

の
山
菜
ブ
ー

ム
は
、

ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ

の

よ
う

に
種

類
に
よ

っ
て
は
個
人
の
楽

し
み

の
範

囲

で
も
野
生
植
物

に
大
き

な
影
響
を
与
え

て
お

り
ま
す
。

こ
の
状

況
の
中

で
、
公
的
機

関
が
行

う

「
心

の
交
流
を

図
る
事
業
」
が

、
野
生
植
物

を
減
少

・
絶
滅

に
向
か
わ

せ
る
こ
と

は
避

け
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、

野
生
植

物
を
商
品
と
す
る

「
ふ
る
さ
と
小
包
事

業

」
は
中
止
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

い
た
し

ま
す

。

北
海
道
環
境
基
本
条
例
制
定

に
関

す
る
要
望
書

一
九
九

五
年
七
月

二
十

七
日

北
海
道
知
事

堀

達
也

様

㈹

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

俵

浩

三

環
境
基
本
法
が
九
三
年
十

一
月

に
公
布

・
施

行
さ
れ
、
そ
れ
を
う
け

て
各
地

で
環
境
基
本
条

例

の
制
定
が
進
ん

で
い
る
。
北
海
道

で
も
検
討

委
員
会
を
設
置
し

て
環
境
基
本
条
例
制
定

に
む

け
て

の
作

業
を
開
始
し
た
と

つ
た
え
ら
れ

る
。

い
う

ま
で
も

な
く
、
環
境
基
本
条
例
は

、
自
治

体

の
環
境
保
護

の
基
本
理
念
、
施
策

の
基
本
方

針

、
基
本
的

な
施
策

の
概
要
等
を
定
め
る
も

の

で
あ

っ
て
、
今
後

の
北
海
道

の
環
境
行
政

の
あ

り
方

の
み
な

ら
ず

、
そ

の
す
す
め
方
に
も
大
き

な
影
響
を
あ
た
え

る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
環
境
基
本
条
例

の
制

定
に
あ
た

っ
て
は
、

そ

の
準
備

の
段
階

か
ら
、
道

民
の
意

見
を

広
く

徴
し

、
道
民

の
意
見
を
反
映

し
た
特
色

の
あ
る

条
例
を
制
定
す

べ
き
も

の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

当
協
会
と
し

て
、
以

下
の
事
項
を
要
望
す

る
。

一

制
定
過
程

の
公
開

と
道
民

へ
の
周
知

環
境
基
本
条
例
は

、
環
境
保
全

の
た

め
の
憲

法
と
も

い
う

べ
き
も

の
で
あ
り

、
住
民
が
そ

の

理
念

に
共
鳴

し
、
日
常
生
活

の
中

に
生
か
す

こ

と

の
で
き

る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
た

め
に
は
、
制
定

の
準
備
段
階
か
ら
検
討

の

過
程
を
公
表

し
、
条

例
に
盛
り
こ
む

べ
き
事
項

に

つ
い
て
、
道
民
と
十

分
な
話
し
合

い
の
機
会

を
も

つ
べ
き

で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
①

条
例

制
定

の
タ
イ

ム

・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
公
表

す
る

こ
と
、
②

条
例
制
定
検
討
委
員
会

の
審
議

経
過

と
内
容
を
公
表
す
る

こ
と

、
③
検
討
委
員
会

に
、

一
般
住
民
、
住
民
団
体

、
環
境
保
護
団
体
等

の

代
表
者
な

い
し
推
薦
す
る
者
を
加
え

る
こ
と

、

④

北
海
道

と
道

民
が
広
く
意
見
を
交
換

で
き

る

公
開

の
討
論

の
場
を
設
け

る
こ
と
を
強
く
要
望

す

る
。

二

住
民

の
環
境

権

北
海
道

の
環
境

行
政
は

、
住

民

の
豊
か

で
良

好
な
環
境

の
も
と

で
生
活
す

る
権

利

の
保
護
を

第

一
義
的
な
目
標
と

し

て
実
施

さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
す

で
に
、
諸
外

国
の
憲
法

の
中
に

は
国
民

の
環
境
権
保
護

を
唱
う
も

の
が
増
え

つ

つ
あ
り
、
わ
が
国

で
も

川
崎
市
条
例
を

は
じ
め

多

く

の
自
治
体

の
環
境

基
本
条
例

が
、
住
民

の

環
境
権

(
の
享
有

)
を
定

め

て
い
る
。
そ
こ
で

条

例
に
、
住
民
は
良
好

な
環
境
を
享
受
す

る
権

利
が
あ
る
こ
と
、
お

よ
び

道

の
環
境
行
政

は
そ

の
保
護

を
目
標
に
な
さ

れ
る
旨
を
明
示
す

る
こ

と

。
三

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
整
備

・
拡
充

現
在

の
北
海

道

の
環
境
影
響

評
価
制
度
は

、

事
業

の
実
施

が
既
成
事
実
化

し
た
段
階

で
、
そ

れ
が
環
境

に
与
え

る
影
響
を

調
査

し
、
記
述
す

る
た
め

の
形
骸
化

し
た
手
続

に
す

ぎ
ず
、
事
業

が
環
境

に
与
え

る
悪
影
響
を
排
除

し
、
必
要

に

応
じ

て
事
業

の
見
直

し
を
求

め
る
シ
ス
テ
ム

に

な

っ
て
い
な

い
。
し
か
も
、
条
例
と

し
て
早
期

に
制
定
さ
れ
た
た

め
に
、
細
か

い
点

で
、
多

く

の
不
備
が
指
摘
さ
れ

て

い
る
。
し
た

が

っ
て
、

環
境
基
本
条
例

の
制
定

に
あ
た

っ
て
は

、
ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
意
義
と
概
要
を
規

定
し

、
環
境
影

響
評
価
条

例

の
あ
る

べ
き
方
向

を
明
確

に
す

る

こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
①
大
規

模
事
業

に
と

ど
ま
ら
ず

日
常
生

活
に
影
響
を
与

え

る
事
業

へ
の
適
用
範
囲

の
拡

大
、
②

い
わ

ゆ

る

「計
画

ア
セ
ス
メ

ン
ト
」

の
実

施
、
③

代
替

案

の
作
成
と
公
表

の
義
務
づ
け

な
ど
を

、
環
境

基
本
条
例

に
明

示
す

る
こ
と
。

四

住
民
参
加

現
在

の
環
境
問
題

の
多

く
は

、
道
民
自

ら

の
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活
動

が
も
た
ら
し
た
も

の
で
あ
り

、
環
境

へ
の

負
荷
を
全
体

的
に
減
ら
す
た
め

に
は
、
道
民

が

自
己

の
役
割

を
具
体
的

に
認
識

し
て
自
主
的

に

行
動
す

る
と

と
も
に
、
行
政
と
住
民

が
共

同
で

施
策
を
進

め
る
体
制
を
作
り
上
げ

る
こ
と

が
急

務

で
あ

る
。
そ

の
た
め
、
①

重
要
な
環
境
保
全

の
施
策

に
道

民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

住
民
参
加

が
推
進

さ
れ
る

べ
き

こ
と
を

、
明
文

と
し

て
設
け

る
こ
と

、
②

環
境
上

の
施
策
全
般

に

つ
い
て
道
民

が
意

見
を
交
換
し
、
具
体
的
な

施
策

に
反
映

さ
せ
る
場
と

し
て
北
海
道
環
境
保

全

委
員
会

(仮
称

。
三
十

-
四
十
人
程
度

)
を

設
置
す
る

こ
と

、
③
環
境
審
議
会

へ
の
住
民
代

表

の
参

加
を
具
体
的

に
規
定
す

る
こ
と
を
要
望

す

る
。

五

情
報
公
開

現
在

の
情
報
公
開
条
例

に
く

わ
え
、
あ
ら
た

に
道

民
や
事
業
者
か
ら
環
境

に
関
す

る
情
報

の

収
集

に
努

め
、
北
海
道

の
保
有
す

る
情
報
と
あ

わ

せ
て
整

理
し
た
う
え

で
、
積
極
的

に
公
表

・

公
開
す

る
制

度
を
設
け
る
旨
を
明
記
す

る
こ
と
。

六

総
合
的

調
整

機
関

の
設
置

と
環
境

調
査
の

実
施
一
定
規
模

以
上
の
事

業
に

つ
い
て
は
、
従

来

の
よ
う
な
縦
割
り
行

政
に
よ
る
事
業
推
進
体

制

を
改
め
、
事
業
計

画
の
確

定
前

に
、
事
業

の
環

境
上
、
社
会
上

の
影
響
を

総
合
的
な
観
点

か
ら

調
査

し
、
事
業
を
実
施
す

る
か
ど
う
か

の
判
断

を

お
こ
な
う
体
制
を
設
置
す

る
こ
と
。
そ

の
た

め
に
、
庁
内

に
、
横
断
的

な
組
織

と
し

て
環
境

調
整
会
議

な

い
し
環
境
審
査
会
議

を
設
置
し

、

計
画

の
準
備

段
階

で
、
環
境

へ
の
影
響
を
含
め

た
総
合
的

な
調
査
を
実
施
す

る
旨

を
定
め
る

こ

と
。

以
上

スー曇髭¢麟

協
会
の
活
動

(
会
場
記
載

の
な

い
も

の
は

事
務
所
で
実
施

・
敬
称

略
)

一
九
九
四
年
度
第
八
回
拡
大
常
務
理
事
会

一
九
九
五
年
四
月
二
十
八
日

出
席
者

俵
、
佐
藤

(謙
)
、
畠
山
、
熊

木

、
伊
達
、
福
地
、
池
田
、
江
部
、
大
久

保

(九
名
)

議
題
一
、
総
会
議
案

の
検
討
に
つ
い
て

一
九
九
五
年
度
事
業
計
画
に
つ
き
検
討

す

る
と
と
も
に
、
九
四
年
度
収
支
決
算
と

九

五
年
度
収
支
予
算
を
最
終
的
に
確
認
し

た
。会
員
の
除
名
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
本

人

の
申
立
て
に
よ
り
裁
判
所
の
調
停
が
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
除
名
手
続
き
を

一
時

凍
結
し
、
調
停
に
応
ず
る
こ
と
と
し
た
。

一
九
九
四
年
度
第
九
回
拡
大
常
務
理
事
会

一
九

九
五
年
五
月
二
十
三
日

出
席
者

俵
、
佐
藤

(謙

)、
畠
山

、
熊

木

、
土
方
、
福
地
、
江
部
、
大
久
保

(八

名

)

議

題
一
、
士
幌
高
原
道
路
問
題
に
つ
い
て

環
境
庁
に
よ
る
現
地
視
察
の
模
様
は
、

も

っ
ぱ
ら
ト
ン
ネ
ル
の
技
術
論
に
終
始
し
、

ま

っ
た
く
基
本
論
議
を
欠
い
た
不
十
分
な

も
の
で
あ

っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
な
お
近
々

審
議
会
が
開
か
れ
、
即
日
答
申
の
見
込
み

と
の
情
報
も
あ

っ
た
の
で
、
緊
急
に

「現

地
視
察
後
の
要
望
書
」
を
三
団
体
連
名
で

審
議
会
公
園
部
会
長
あ
て
に
提
出
し
た
。

第

一
五
〇
回
理
事
会

一
九
九
五
年
五
月
二
十
七
日

出
席
者

俵
、
佐
藤

(謙

)、
畠
山
、
市

川
、
熊
木
、
伊
達
、
土
方
、
福
地
、
池
田
、

石
田
、
江
部
、
大
久
保
、
大
館
、
佐
藤

(正
)、
稗
田
、
水
尾
、
宗
像

(十
七
名
)

議
題
一
、
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

A
会
員
十
五
名
、
学
生
会
員
二
名
の
入

会
を
承
認
し
た
。

二
、
総
会
に
つ
い
て

「
A
会
員
の
除
名
」
を
総
会
議
案
か
ら

除
外
t
た
こ
と
、
及
び
調
停
の
経
過
が
報

告
さ
れ
た
。

三
、
キ
タ
キ

ツ
ネ
受
託
調
査
報
告
書
に

つ

い
て
報
告
書
の

「前
書
き
」
文
を
決
定
し
た
。

四
、
環
境
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

北
海
道
は
非
公
開
で
作
業
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
と
し
た
。

自
然
観
察
会

「春

の
ウ
ト
ナ
イ
湖
」

一
九
九
五
年
五
月
一
一十
八
日

(参
加
者
四
十
名
)

エ
コ

・
ツ
ア
ー

(日
高
地
方
)

一
九
九
五
年
六
月
三
日
～
四
日

(参
加
者
十
九
名
)

一
九
九
五
年
度
第

一
回
拡
大
常
務
理
事
会

一
九
九
五
年
六
月
二
十

一
日

出
席
者

俵
、
佐
藤

(謙

)、
畠
山
、
熊

木
、
伊
達
、
土
方
、
福
地
、
池
田
、
江
部
、

大
久
保
、
佐
藤

(正
)
(十

一
名

)

議
題
一
、

一
九
九
五
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

各
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

二
、
士
幌
高
原
道
路
問
題
に
つ
い
て

三
者
連
絡
会
は
、
今
秋
、
東
京
で

「美

ケ
原

(長
野
)」
「高
尾
山

(東
京

)」

の

自
然
保
護
団
体
と
共
催
の
全
国
集
会
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
、.ま
た
、
三
者
連
絡
会

を
解
消
し
、
「大
雪
山

・
士
幌
高
原
道
路

に
反
対
す
る
会
」
(仮
称
)
を
設
立
す
る

予
定
で
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

(抄
)
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新
会

員

紹

介

95

・
5

・
28

～

95

・
9

・
2

現

在

【
個

人

A

会

員

】

北 伊_1合_菊 伊 吉 塚 塚 桶 古 清 田 富 松 野 草 合 布 柏 伊 両 浅 小
学 個

山 藤 生 田 人 池 勢 崎 田 田 田 俣 水 賀 田 倉 谷 野 田 施 本 藤 川 井 林
会B
昌 員 和 会 芳 秀 幹 岩 芳 慶 智 智 雪 悦 久 民 達 洋 寿 弘 律 久一 員 美

繁 一 子 一 博 正 夫 子 裕 男 衛 一 美 恵 子 子 恵 雄 治 子 秀 恵 子 公

吉 皆 佐 塚 塚 大 小 斉 祐 田 粟 渡 粥 佐 根 若 後 高 斉 梅

田 川 藤 田 田 野 林 藤 川 中 野 部 川 藤 岸 山 木 橋 藤 沢

輝 義 順 聖 貴 弥 正 武 道 昭 戒 建 慶 佳 節
志
子 隆 治 子 子 明 生 昭 弘 人 夫 甫 子 弘 徹 三 一 子 典 子

塚

田

馨

子

川

口

真
由
美

(敬
称
略
)

行
事
の
ご
案
内

北
海
道
の
森
と
川

(
一
九
九
〇
1

一
九
九
五
)

講
演
会
の
開
催

日

時

一
九
九
五
年
十
月
二
十

一
日
出

午
後
三
時
半
か
ら

場

所

道
民
活
動
セ
ン
タ
i

(か
で
る

2

・
7
)
五
二
〇
号
研
修
室

札
幌
市
中
央
区
北
二
西
七

講

師

小
野
有
五

(北
大
大
学
院
地
球
環
境
科
学

研
究
所
教
授
)

参
加
費

無
料

(申
込
み
不
要
)

*
な
お
こ
の
講
演
会
は
、
臨
時
総
会
に
引

き
続
き
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

「
"漁
岳
周
辺

(奥
定
山
渓
)
"
を
例
に

森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
学
ぶ
」

(勉
強
会
)

森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
い
う
と
知
床

が
有
名
で
す
が
、
指
定
の
手
続
き
が
進
行

中

の

"
漁
岳
周
辺

"
は
全
国
で
二
十
六

番

目
と
な
り
ま
す
。
こ
の

"
漁
岳
周
辺

"

を
例
に
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

一
九
九
五
年
十

一
月
十
七
日
㈹

午
後
⊥ハ
時
半

場

所

当
協
会
事
務
所

定

員

十
名

(先
着
順
)

参
加
費

無
料

申
込
み

事
前
に
電
話
に
て
申
込
む

*
申
込
先
〇

一
一
-
一
一五

一
ー
五
四
六
五

寄

付

金

佐
藤

正
秀

五
、
○
○
○
円

中
井
日
出
子

一
、
○
○
○
円

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。(敬
称
略

)

雪
だ
る
ま
基
金

高
橋

春
吉

六
、
○
○
○
円

八
木

俊
介

一
〇
、
○
○
○
円

清
水

晶
子

五
、
○
○
○
円

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(敬
称
略
)

寄

贈

図

書

寄
贈
者

北
海
道
自
然
観
察
指
導
員
連
絡

協
議
会

・
自
然
観
察
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

寄
贈
者

三
浦
二
郎

・
樽
前
ガ
ロ
ウ
の
ほ
と
り
で
6

寄
贈
者

働
天
神
崎
の
自
然
を
大
切
に
す

る
会

・
天
神
崎

の
自
然
を
大
切
に
す
る
運
動

二
十
周
年
通
史

寄
贈
者

高
畑

滋

・
砂
嵐
に
耐
え
て

(高
畑

滋
著

)

事

務

局

よ

り

本
州
は
ま
だ
残
暑
の
季
節
と
い
う
の
に
、

北
海
道
は
秋
の
気
配
が
も
う
身
の
回
り
に

漂

っ
て
い
る
昨
今
で
す
。
協
会
の
活
動
資

源
で
あ
る
年
会
費

の
納
入
に
つ
い
て
お
願

い
を
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
中

に
は
、

「ウ
ッ
カ
リ
し
て
い
ま
し
た
」
と
の
コ
メ

ン
ト
と
と
も
に
早
速
振
込
み
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
だ
未
納
の
方
は
、
急
い
で
納
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

次
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
し
ま

す
。
も
う
既
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

雑
誌
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
ご
存

知
と
思

い
ま
す
が
、
当
協
会
に
事
務
局
を

置
き
ま
す

「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
ふ
あ
ん
く
ら
ぶ
」

へ
の
反
響
が
素
晴
ら
し
く
、
本
州
各
地
で

も
紹
介
さ
れ
て
、
入
会
の
申
し
こ
み
電
話

が
全
国
か
ら
舞

い
こ
ん
で
き
て
、
そ
の
応

対
に
嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

(山
辺
)

一
九
九
五
年
十
月

二
日

む06
札
幌
市
中
央
区
北
三
西
十

一
加
森
ビ

ル
5

六
階

〒

発

行

所

魁

北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話

(
〇

一
一
)

二
五

一
-
五
四
六
五

発

行

人

俵

浩

三

印

刷

㈱

広

報

社

印

刷

こ
の
紙
は
再
生
紙
を
使

用
し
て

い
ま
す
。
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